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9:30　開会　（委員長あいさつ、委員紹介、進行及び選考方法についての説明） 単位：円

発表時間 事業名 団体名 総事業費
補助金
申請額

9:45 1 Family art day（ファミリー・アート・デイ） ARTノTANEMAKi 106,835 96,000

10:00 2
第二回　茅ヶ崎コレクション　～誰もがラン
ウェイを歩けます～

ちがコレ実行委員会 280,000 100,000

10:15 3
チアフル　～陽気に楽しくみんなでつながろ
う～

チアフル 115,146 100,000

10:33 4 子どもアニメーション体験教室 小さな教室カクツクル 144,909 100,000

10:48 5
うみこころ　「みんなこの地球に生きるおなじ
命」
～イロトリドリの命を大切に、平和をつくる～

うみこころ 231,000 100,000

11:03 6 広報紙の作成と発行 ふるさとファーマーズ 114,240 100,000

11:21 7
ボランティア養成講座～子どもの現状と課
題、子どもに対するコミュニケーションを学ぶ
連続講座～

一般社団法人　リトルハブホーム 115,291 100,000

11:36 8
純水館文化を茅ヶ崎市民に発信　～茅ヶ
崎って素晴らしい！～

茅ヶ崎純水館研究会 112,655 100,000

13:30　開会　（委員長あいさつ、委員紹介、進行及び選考方法についての説明） 単位：円

発表時間 事業名 団体名 総事業費
補助金
申請額

13:40 1
子どもの権利を遊びながら知るコラボ学習
会

ふらっと南湖 114,280 79,000

14:00 2 女性防災会議　防災ブレークスルー マザーアース茅ヶ崎 133,700 93,000

14:20 3
スローコミュニケーションプロジェクト小冊子
制作及び音声認識の店舗実証と合理的配
慮の市民周知事業

一般社団法人　４Hearts 836,450 500,000

14:50 4 譲渡会：保護犬を知ろう!幸せ家族探し会 湘南１Leben 634,936 500,000

15:10 5
①がんサバイバーのためのワークショップと
コミュニティ作り

ガーゼ帽子を縫う会 200,900 160,000

ステップアップ支援   　 総事業費：  1,920,266円    補助金申請額：1,332,000円

合計                    　　 総事業費：  3,140,342円    補助金申請額：2,128,000円

◆ステップアップ支援の部

スタート支援          　　 総事業費：  1,220,076円    補助金申請額：  796,000円

進行予定表（３月１３日修正）

ステップアップ支援　総括質疑（15：28～15：50）

　閉　会　　１５：５０～　（委員長あいさつ）

休憩（14:38～14：50）

休憩（11:16～11：21）

スタート支援　総括質疑（11：49～12：09）

◆スタート支援の部

　閉　会　　１２：０９～　（委員長あいさつ）

休憩（10:28～10：33）
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発表方法 

公開ヒアリングについて（スタート支援） 

◆進行方法

①発表団体が、応募事業について説明を行います。（５分以内）

※持ち時間残り１分間及び終了の時点で、ベルが鳴ります。

※終了のベルが鳴った時点で、発表は終了です。途中でも終了してください。 

②説明後、市民活動推進委員会委員より、事業内容に関するヒアリング（質疑応

答）を行います。（８分程度）

③全スタート支援団体終了後に、総括質疑を行います。（予定）

◆説明方法

口頭（パソコン、模造紙などの使用も可）

公開プレゼンテーションについて（ステップアップ支援） 

◆進行方法

①発表団体が、応募事業についてプレゼンテーションを行います。（８分以内）

※残り時間半分、残り１分間及び終了の時点で、ベルが鳴ります。

※終了のベルが鳴った時点で、発表は終了です。途中でも終了してください。 

②発表後、市民活動推進委員会委員との質疑応答を行っていただきます。（１０

分程度）

③全ステップアップ支援団体終了後に、総括質疑を行います。（予定）

◆発表方法

口頭、パソコン、模造紙など

選考の視点と配点について 

① 下表の各視点について、茅ヶ崎市市民活動推進委員会の各委員が評価します。

＜スタート支援＞ ２０点満点 

選考の視点 説明 

１ 公益性(５点×２) 
事業の成果は、市民や地域の利益になる（つながる）も

のか。また、市民や地域のニーズに適した事業であるか。 

２ 発展性(５点) 補助を受けることで、団体や事業の発展につながるか。 

３ 費用の妥当性(５点) 
対象経費の内容、補助の申請額は妥当であるか。 

事業の内容や効果が、金額と見合うものであるか。 

発表方法及び選考方法 
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＜ステップアップ支援＞ ３０点満点 

選考の視点 説明 

１ 公益性(５点×２) 
事業の成果は、市民や地域の利益になる（つながる）も

のか。また、市民や地域のニーズに適した事業であるか。 

２ 発展性(５点) 補助を受けることで、団体や事業の発展につながるか。 

３ 費用の妥当性(５点) 
対象経費の内容、補助の申請額は妥当であるか。 

事業の内容や効果が、金額と見合うものであるか。 

４ 事業実現性(５点) 

実施可能な方法・スケジュール・予算で事業計画が立案

されているか。また、新たな視点や発想から提案された

ものであるか。創意工夫がなされているか。 

５ 自立性(５点) 自己努力による資金確保に努めているか。 

＊「公益性」「発展性」「費用の妥当性」はスタート支援・ステップアップ支援共通の

項目です。 

＊「事業実現性」「自立性」はステップアップ支援のみの項目です。 

② 審査に加わらない委員を除いた委員全員の採点結果のうち、平均点を算出し、順

位付けをします。 

③ 満点の６０％（スタート：1２点、ステップアップ：１８点）を補助事業に適する

得点の目安とし、委員会による協議に基づいて採否相当を判断します。なお、「公

益性」の得点が６０％を下回っている場合は、合計点が補助事業に適する得点に

達していても、不採択となる場合があります。 

 

委員が審査する団体について 
 

 

 

 
 

  上記の団体については、公正性を高めるため、次のように扱います。 

１ 
関係する団体の属する部門（スタート支援、ステップアップ支援）の採

点を行わない。 

２ 

公開ヒアリング・プレゼンテーションでは、関係する団体への質問は行

うことはできない。また、委員自身がプレゼンテーションを行うことは

できない。 

３ 選考会議（非公開）では、関係する団体の審議時に退席する。 

 

   選考結果 

 (1) 選考会議の審議結果（事業及び補助額の評価結果） は、市長に報告されます。 

(2) 審議結果の報告を受けて、市長が予算の範囲内で決定します。 

(3) 選考結果は、応募団体に採否の理由を付けて書面で通知します（４月上旬の予

定）。また、茅ヶ崎市ホームページでも公表します。

（茅ヶ崎市市民活動推進委員会規則 第７条） 

○委員本人、配偶者、３親等以内の親族が所属する団体 

○その他、直接の利害関係がある団体（委員による事前申告） 
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市民活動げんき基金の概要 

 「今の活動をもっとたくさんの人に広げたい」 

「みんなのための活動を新しく始めたい」 

 という思いをみんなで応援する仕組みです。 

仕組み 

寄附にご協力ください 

げんき基金の積み立ては 1,500 万円から

スタートしました。市民活動推進補助金と

して、毎年補助をしています。仮に、寄附

が全くなかった場合には、いずれ基金はな

くなってしまいます。 

たくさんの寄附が集まれば、それだけ多く

の補助ができ、市民活動がもっと“げんき”

になります。 

寄附の方法 

○窓口 茅ヶ崎市役所市民自治推進課 

    （本庁舎４階１番窓口） 

    平日 8:30～17:15 

○振込 手数料が無料になる振込用紙（納

付書）をお送りします。 

お近くの金融機関をご利用くださ

い。 

12,621,630 円 
(令和 4 年 9 月 30 日現在) 

寄附の累計額 

税の優遇措置が受けられます 

市民活動げんき基金へご寄附いただくと、

所得税及び法人税の確定申告（住民税の申

告を含む）の際に寄附金控除の対象となり

ます。 

みなさまからの 

ご寄附をお待ち 

しております！ 

寄附と同額を積み立てる

「マッチングギフト」は 

休止中です。 
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種類 市民活動スタート支援 市民活動ステップアップ支援 

対象団体 
本制度による補助を 

受けたことがない団体 

市民活動スタート支援を 

受けたことがある団体、 

または設立後２年以上（※）の団体 

対象事業 

茅ヶ崎市民が受益者となり得る公益的な事業 

公益的な事業とは、「特定非営利活動促進法(ＮＰＯ法)に定める２０分野に該当

する事業」及び「その他地域社会の課題の解決を図るために実施する事業」を

いいます。構成員のみを対象とした共益的な事業は対象外となります。 

団体の自立を促進し、活動を軌道にの

せるための事業 

団体がこれまで行ってきた活動の拡充

を図る事業または活動の発展を目的に

次の一歩として新たに行う事業 

補助限度

額 

対象となる事業に要する経費から、他

の補助金等を控除した額の９０％また

は１０万円のいずれか低いほうを上

限。 

事業内容を審査した上で、予算の範囲

内で補助金額を決定します。 
 

（例）総事業費が 30 万円の場合 

30 万円×90%＝27 万円 

27 万円＞10 万円なので、補助限度額は 10 万円 

（例）総事業費が 8 万円の場合 

8 万円×90%＝7.2 万円 

7.2 万円＜10 万円なので、補助限度額は 7.2 万円 

対象となる事業に要する経費から、他

の補助金等を控除した額の６０％～８

０％（※）または５０万円のいずれか

低いほうを上限。 

事業内容を審査した上で、予算の範囲

内で補助金額を決定します。 

※補助率：１回目 80%、２回目 70% 

３回目 60％ 
 

（例）総事業費が 100 万円の場合でステップアップ

支援を初めて受ける場合 

100 万円×80%＝80 万円 

80 万円＞50 万円なので、補助限度額は 50 万円 

（例）総事業費が 50 万円の場合でステップアップ

支援を受けるのが２回目の場合 

50 万円×70%＝35 万円 

35 万円＜50 万円なので、補助限度額は 35 万円 

補助回数 

同一団体１回限り 

同一団体につき３回まで 
※１回目のステップアップ支援を受けた

翌年度は振り返り期間（フォローアップ）

となるため、連続して補助金の申請ができ

ません。（令和４年度に１回目のステップ

アップ支援を受けている団体は令和５年

度の申請が可能です。） 

構成員を同じくする団体からの事業の目的・内容が同一とみなされる提案は、

同一団体からの提案とみなし、補助金の種類ごとの交付回数に含めます。 

補助予算総

額 

予算の範囲内で決定 

 【参考】令和４年度：３００万円 

 

 

 

 

 

 

市民活動げんき基金補助制度の対象となる事業と区分 
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（令和４年１月１日～令和４年１２月３１日） 

寄附者（敬称略） 寄附年月日 寄附金額（円） 

特定非営利活動法人 NPOサポートちがさき 令和４年２月７日 5,410 

令和４年度実施市民活動げんき基金補助事業公

開ヒアリング設置募金箱 
令和４年３月１９日 1,000 

匿名 令和４年３月３１日 10,000 

特定非営利活動法人ＮＰＯサポートちがさき 令和４年４月４日 6,961 

湘南ヤクルト販売株式会社 令和４年４月２８日 10,439 

コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社 令和４年５月１８日 32,451 

令和３年度実施市民活動げんき基金補助事業実

施報告会設置募金箱 
令和４年５月２３日 200 

益永 律子 令和４年５月２３日 10,000 

歌声サロン「チーパッパ」 令和４年７月３日 5,667 

特定非営利活動法人ＮＰＯサポートちがさき 令和４年８月１日 7,000 

特定非営利活動法人ＮＰＯサポートちがさき 令和４年９月２日 5,000 

特定非営利活動法人ＮＰＯサポートちがさき 令和４年９月１２日 10,990 

歌声サロン「チーパッパ」 令和４年１０月４日 8,400 

湘南ヤクルト販売株式会社 令和４年１０月２６日 14,308 

特定非営利活動法人アーバンデザインセンタ

ー・茅ヶ崎 
令和４年１０月３１日 

5,341 

コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社 令和４年１１月２日 46,980 

特定非営利活動法人ＮＰＯサポートちがさき 令和４年１１月７日 2,140 

ふるさと納税（匿名） 令和４年１１月３０日 15,000 

匿名 令和４年１２月１５日 30,000 

ふるさと納税（匿名） 令和４年１２月２０日 11,000 

ふるさと納税（匿名） 令和４年１２月２０日 11,000 

ふるさと納税（匿名） 令和４年１２月２５日 48,000 

歌声サロン「チーパッパ」 令和４年１２月２７日 4,520 

 合計 301,807 

 

 

 

市民活動推進基金にご寄附いただいた方々 
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市民活動推進補助事業 協力企業 

 

市民活動推進基金自動販売機設置協力企業様から、対象となる自動販売機の売り上げ

の一部をご寄附いただいています。 

寄附者（敬称略） 寄附対象自動販売機設置場所 

湘南ヤクルト販売株式会社 茅ヶ崎市体育館 

コカ・コーラボトラーズジャパン 

株式会社 

浜須賀会館 
海岸地区コミュニティセンター 
小出地区コミュニティセンター 
コミュニティセンター湘南 
茅ヶ崎地区コミュニティセンター 
鶴嶺東コミュニティセンター 
鶴嶺西コミュニティセンター 
高砂コミュニティセンター 

 

 

令和５年度事業は、株式会社ゴルフダイジェスト・オンライン（GDO）様からの企

業版ふるさと納税も活用して補助を実施します。 

 

 

 

GDO 様は「GDO 茅ヶ崎ゴルフリンクス」（茅ヶ崎市菱沼海岸）の運営事業者とし

て、これまでも市政の様々な分野に対しご寄附をいただくなど、ご支援・ご協力をい

ただいております。 
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令和５年２月１７日現在 

区分 委員名 所属 

市    民 

大 E

お お

A AE畑 E

は た

A AE朋 E

と も

A AE子 E

こ

 

公募 

AE町 E

ま ち

A AE田 E

だ

A AE有 E

ゆ

A AE紀 E

き

 

市民活動を行う 

ものの代表者 

AE坂 E

さ か

A AE田 E

た

A AE美 E

み

A AE保 E

ほ

A AE子 E

こ

 特定非営利活動法人湘南 NPO サポートセンター  

AE市 E

い ち

A AE川 E

か わ

A A E歩 E

あゆみ

 特定非営利活動法人湘南スタイル 

事業者の代表者 

AE菅 E

か ん

A AE野 E

の

A A E敦 E

あつし

 湘南信用金庫執行役員茅ヶ崎営業部 

AE紀 E

き

A AE伊 E

い

A AE智 E

と も

A AE裕 E

ひ ろ

 公益社団法人茅ヶ崎青年会議所 

AE船 E

ふ な

A AE山 E

や ま

A AE福 E

よ し

A AE憲 E

の り

 
株式会社タウンニュース社 

湘南支社副支社長兼茅ヶ崎編集室編集長 

学識経験を 

有する者 

A E雫 E

しずく

A AE石 E

い し

A A E剛 E

つよし

 茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会 

AE海 E

う み

A AE野 E

の

A A E誠 E

まこと

 社会福祉法人茅ヶ崎市社会福祉協議会 

AE原 E

は ら

A AE田 E

だ

A AE晃 E

こ う

A AE樹 E

き

 立教大学コミュニティ福祉学部 

AE山 E

や ま

A AE田 E

だ

A A E修 E

しゅう

A AE嗣 E

じ

 文教大学国際学部 

 

茅ヶ崎市市民活動推進委員会委員構成名簿 
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発表時間 事業の名称 提案団体

①9:45 Family art day（ファミリー・アート・デイ） ARTノTANEMAKi

②10:00
第二回　茅ヶ崎コレクション　～誰もがラン
ウェイを歩けます～

ちがコレ実行委員会

③10:15
チアフル　～陽気に楽しくみんなでつながろう
～

チアフル

④10:33 子どもアニメーション体験教室 小さな教室カクツクル

⑤10:48
うみこころ　「みんなこの地球に生きるおなじ
命」
～イロトリドリの命を大切に、平和をつくる～

うみこころ

⑥11:03 広報紙の作成と発行 ふるさとファーマーズ

⑦11:21
ボランティア養成講座～子どもの現状と課
題、子どもに対するコミュニケーションを学ぶ
連続講座～

一般社団法人　リトルハブホー
ム

⑧11:36
純水館文化を茅ヶ崎市民に発信　～茅ヶ
崎って素晴らしい！～

茅ヶ崎純水館研究会

申請に関する資料

スタート支援スタート支援
申請書類

・市民活動推進補助事業企画書

・市民活動団体概要書

・事業計画書

・収支予算書

・物品購入理由書

・補足資料
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第１号様式（第７条関係） 
 

 市民活動推進補助事業企画書 

 

                                 2023年1月12日 

 

  （あて先）茅ヶ崎市長 

 

所在地  

提出者 名称 ARTノTANEMAKi 

代表者氏名 栗林大空 

 

  次のとおり事業を企画したので、関係書類を添えて提出します。 

 団体の概要  別添市民活動団体概要書のとおり 

 事業の区分 
社会教育の推進を図る事業 

子どもの健全育成を図る事業  

 事業の名称 Family art day（ファミリー・アート・デイ） 

 事業の概要 別添事業計画書のとおり 

 実施予定期間 令和5年 4月 1日から    令和6年 3月 31日まで 

 事業経費の配分及 

 び経費の使用方法 
別添収支予算書のとおり 

 

備考 １ 「事業の区分」欄には、第５条各号に掲げる事業のうち該当するものを記入してください。 

   ２ この企画書には、次の書類を添付してください。 

(1) 定款又は規約、会則その他これらに準ずるもの 

(2) 構成員の名簿 

(3) その他市長が必要と認める書類 
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第２号様式（第７条関係） 

 

市民活動団体概要書 

名称 ARTノTANEMAKi 

連絡先  

設立年月日     2021年 11月 11日 

構成員数 

     8人（うち役員   3人） 

市内在住（在勤及び在学を含む。）者     6人 

 

その他     2人 

情報の公開の方法 
☑ ホームページへの掲載 

☑ その他の方法（Instagram、Facebook） 

設立の経緯 

市内の同志が、地域の大人という立ち位置から、教育を提供したいと考えてい

たことや、企業が積極的に地域貢献、教育や子育てに貢献したいと希望してい

たことから、得意分野の「子どもアート」のジャンルで親と子の気持ち良い関

りを提供する場を持とうと考え、設立。 

活動の目的 
生涯学習の推進をすることと共に、市民による生涯教育の向上を目指すことを目

的とする。 

主な活動内容 

2021年12月Family art day（高砂ヴィレッジ） 

2022年5月茅ヶ崎とコーヒー（高砂緑地） 

2023年12月企業廃材で子どもアート（サンノイチ） 

年間決算額             26,720円 

補助金の状況 

団体名： 

補助金の交付を受けた年度： 

補助金の名称： 

備 考 １ 「 情 報 の 公 開 の 方 法 」 欄 は 、 該 当 す る □ に レ 印 を 記 入 し て く だ さ い 。 

２  「 補 助 金 の 状 況 」 欄 は 、 過 去 ５ 年 以 内 に 茅 ヶ 崎 市 そ の 他 の 団 体 か ら 補 助 金 を 受 け て い 

る 場 合 に 、 団 体 名 、 補 助 金 の 交 付 を 受 け た 年 度 及 び 補 助 金 の 名 称 を 記 入 し て く だ さ い 。 
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第３号様式（第７条関係） 

 

 

事 業 計 画 書 

実施する事業 

について 

 ■子育て世代の親子向けに、地域の企業廃材※を用いた 

  アートワークショップを開催する 
 ※…企業内で規格外などで不要となった部品、パーツ、資材など 

 会場内でいくつかのエリアを設け、企業廃材を用いて自由に造形す

る遊び、ロール紙に身体全体をつかって描く遊び、絵具を用いた表現

遊び等を通して子どもたちの創造性を喚起する。子どもたちの自由な

表現に触れることで、親の「学び」観を柔軟にする機会を持つ。 

時間：10時～16時 

参加費：無料 

対象：子育て世代、地域の方なら誰でも参加可能 子ども３歳以上 

予定開催月：5月、11月の 2回。 

希望開催地：根源（東海岸） 

準備期間： 

4月：スタッフの顔合わせ、準備のためのミーティング 

4月～企業廃材を提供していただく企業めぐり① 

5月 第一回開催後にスタッフ間でミーティング 

6月～10月 月１回のスタッフミーティング 

10月～企業廃材を提供していただく企業めぐり② 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

・マスク着用とアルコール手指消毒のお願い 

・会場に入る前に検温 

・会場の窓を開放し、常に換気 

事業の背景 

について 

【背景】コロナ禍もあり、家庭外で親が子どもと関わる時間が少なく

なっています。また、管理的になる社会の中で、のびのびと自由に過

ごす場や時間が持ちにくくなっています。 

 そのような環境の中でも、親たちは「子ども達にはのびのびと育っ

てほしい」「楽しいことに思いっきり挑戦してほしい」と思いつつ、仕

事による疲れや子ども達を穏やかにみる余裕がなかなか持ちにくい現

状があります。 

 私たちは、２回の family art dayの開催を通じて、アートは、正解

がないからこそ、アートを通して子どもたちは自由な表現をすること

が可能で、親が子どもたちの自由な表現に接することで、子どもたち

の可能性に気付く機会になると考えています。 

 また、モノづくりを通して子ども達がのびのびと自己表現をし、互

いにありのままの姿を容認する現場をたくさん見て来た経験から、子

育ての不安は、子ども達の楽しんでいる姿から払拭されると考え、事

業を実施しております。 

【内容】参加者が企業廃材や様々な素材で造形表現をして過ごします。

会場内には、保護者は子どもの様子を観ながら、子育ての難しさや面

白さを共有できるスペースも準備し、日頃の子育ての悩みなどを気軽

に共有できる場を設けます。 

【社会的意義】 

 ワークショップで使用する企業廃材は、茅ケ崎市内の企業から無償

で提供していただいたものです。企業にとっては無用なモノでも、子

どもたちは自らの創造性により多様な遊びを生み出します。子どもた

ちは遊びを通して市内の産業を知ることになり、企業にとっても、社

会的な貢献となります。地域の企業が、子どもの活動へ間接的にでも

関わることによって、企業に子育て世代への関心をもってもらうと共

に、参加者たちが、企業が子育て世代に対し関心を持ち協力的である

ことを知ってもらう機会となります。 

【公益性】 

茅ケ崎市は子育て世代の転入者が全国１位（2021年、総務省）であり、
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市において子育て世代への多様な支援の充実は必須と考えます。なの

で、無償で親子で参加できる場を設けることは意義があると考えます。 

【今までの事業との違い】 

① 無償で開催…より多様な参加者にご参加いただける 

② 参加時間に制限がない…従来の時間予約制だと、多忙な子育て家

庭にとっては、参加しにくい状況がありました。しかし、時間の

制限がないことで、時間を気にせず参加することが可能となりま

す。また、ゆったりとした活動時間の中で、子どもたちはじっく

りと自らの表現に向き合うと共に、親は子ども達の多様な表現に

接する機会が増え、子どもたちからの言葉を聴くことも可能にな

ります。 

事業の目的や効果 

について 

【目的】Family art dayは、地域の親子が参加できるアートワークシ

ョップを通して、子どもたちの自由な創造性を育み、親と地域の人が

子育てや教育について話しが出来る場を持つことを目的とします。 

【効果】 

① 保護者にとって、自由な表現を通して子育てから開放されたり、

子ども達の姿を改めて捉えなおしたりする時間ができます。 

② コロナ渦により閉塞的な場が多くなっている現状から、安全面を

十分に考慮した環境において、参加者が安心して集って遊べる場

ができます。 

③ 企業廃材を用いたアートワークの場が少ないことから、参加者は

新しい体験、新しい造形表現ができます。  

事業の広報 

について 

（使用予定の媒体にチェック） 
☑チラシ・ポスター      □パンフレットなどの刊行物 
☑ホームページ ☑Facebook □Twitter ☑その他のＳＮＳ（Instagram） 
☑市の広報紙    ☑市の広報掲示板        ☑口頭にて伝達 
□その他（                      ） 

・チラシの配架 

・公民館（5館×20部ずつ）、コミュニティーセンター（11館×10部

ずつ）、ちがさき市民活動サポートセンター（50 部）、個人（10 人×

10部ずつ） 

・チラシは市の広報掲示版にも掲載を依頼します（146箇所）。 

・６市広報紙への掲載を依頼します。 

・今までの参加者へのダイレクトメール、および SNS 

今後の展望 

について 

・今まで有料だったワークショップを無償で開催することで、活動の

認知度をあげ、活動に興味のある人を増やし、協力者を増やすと共に、

集客などを円滑にし、継続できるようにします。 

・イベントの様子は協力企業に積極的に共有し、継続的な関係を持つ

と共に、新たに協力できる企業を探します。 

・活動の様子をウェブページや SNSに掲載し、どのような活動がなさ

れているか、具体的なイメージを閲覧者と共有します。 

事業の実施体制 

について 

総括 1名 

親向けワークの構成、準備担当 2名 

子ども向けワークの構成、準備担当 2名 

広報担当 2名 

協力企業 9社～ 

備考 「事業の実施体制について」欄は、市民活動ステップアップ支援補助金の交付を受けようとす

る団体は必ず記入してください。市民活動スタート支援補助金の交付を受けようとする団体は

任意で記入してください。 
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第４号様式（第７条関係）

収入

科　　　目 金　　　額 内　　　訳

団体収入 10,835 無料開催のため参加費なし

補助金収入 96,000
市民活動推進補助制度

合　　　計 ¥106,835

支出

科　　　目 金　　　額 内　　　訳

旅費 14400 駐車場代24時間1200円×6名×2日分

物品費 30315

ぺんてるゆび絵の具（3色各2本）8520円
ターナーネオカラー（250ml3色×2本）6930円
厚手普通紙ロール（2本）5486円
厚手養生用布シート2849円
ウエス（3枚入り×2）220円
消毒関係（消毒スプレー500ml×2本、400ml×2本）4898円
パレット用小紙皿（2セット）992円
紙やすりミニセット（18枚×2）420円

印刷製本費 6120
チラシ　500枚　2510円（A4カラー印刷）
★団体PRパンフレット3610円　（A6２つ折りカラー印刷300部）

使用料・賃借料 56000
3500/1時間×8時間（準備時間1、開催時間6、片付け1）×2日間*アトリエ根源　茅ヶ崎
市東海岸

合　　　計 ¥106,835

収支予算書

備考２　内訳のうち、自団体のＰＲに係る経費については頭に★を付けてください。

＊物品購入に際し、品質形状が変わることなく、比較的長期間（概ね１年以上）使用、保全できるものの内、1万円以
上のものを購入する場合は、見積書に相当する資料と、購入する物品の使用目的や必要性等を記載した書類を提出
してください。

備考１　示された支出科目は、必要に応じて削除もしくは名称を修正することができます。
　　　　　また、示された支出科目以外に必要な科目があれば、追加することができます。
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補足資料 

 

↓2021 年 12 月実施時のチラシ  ↓協力企業のサイトに活動報告を共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動実績の掲載媒体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑とことこ湘南 

タウンニュース→ 
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第１号様式（第７条関係） 

 市民活動推進補助事業企画書 

令和５年 １月 １２日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

所在地 

提出者 名称  

 

ちがコレ実行委員会 

代表者氏名 石黒 あかね 

次のとおり事業を企画したので、関係書類を添えて提出します。 

 団体の概要  別添市民活動団体概要書のとおり 

 事業の区分 

(4) 観光の振興を図る活動

(6) 学術、文化、芸術又はスポーツの振興

を図る事業

(12) 男女共同参画社会の形成の促進を図る事業

 事業の名称 第二回 茅ヶ崎コレクション ～誰もがランウェイを歩けます～ 

 事業の概要 別添事業計画書のとおり 

 実施予定期間 令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで 

 事業経費の配分及 
 び経費の使用方法 

別添収支予算書のとおり 

備考 １ 「事業の区分」欄には、第５条各号に掲げる事業のうち該当するものを記入してください。 

２ この企画書には、次の書類を添付してください。 

(1) 定款又は規約、会則その他これらに準ずるもの

(2) 構成員の名簿

(3) その他市長が必要と認める書類
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第２号様式（第７条関係） 

市民活動団体概要書 

名称 ちがコレ実行委員会 

連絡先 

設立年月日 令和４年８月９日 

構成員数 

４人（うち役員 ３人） 

市内在住（在勤及び在学を含む。）者 ４人 

その他    ０人 

情報の公開の方法 
□ホームページへの掲載

✔その他の方法（茅ヶ崎市民活動団体ガイドブックに掲載・Facebook）

設立の経緯 

自分たちの経験を活かし、茅ヶ崎の女性がもっと輝くために何ができるか、私

たちにしかできないことはなにかを考えていました。世間で「おしゃれ」とさ

れる茅ヶ崎の中高年女性ですが、コロナによる長引く巣ごもり生活で、おしゃ

れを楽しむ喜びを忘れてしまっていないか、外出する元気も無くなってはい

ないかと感じていました。それならば「ファッションショー」という場をつく

り、モデルとしてまたは観客として足を運んでもらい、双方がおしゃれを楽し

むことで再びイキイキと輝いてもらうことができると考え本活動を開始しま

した。 

活動の目的 

本行事を通じ出演者及び観客がおしゃれを楽しむことで再び活き活きと輝い

くことで、心身の健康増進に寄与する。 

また、「茅ヶ崎」が年齢を重ねてもおしゃれを楽しみ活き活きと暮らせる街で

あることを発信する。 

主な活動内容 ファッションショーの開催運営、ショーに出演するためのレッスン開催

年間決算額 円 

補助金の状況 

団体名： 
補助金の交付を受けた年度： 
補助金の名称： 

備 考 １ 「 情 報 の 公 開 の 方 法 」 欄 は 、 該 当 す る □ に レ 印 を 記 入 し て く だ さ い 。 

２  「 補 助 金 の 状 況 」 欄 は 、 過 去 ５ 年 以 内 に 茅 ヶ 崎 市 そ の 他 の 団 体 か ら 補 助 金 を 受 け て い 

る 場 合 に 、 団 体 名 、 補 助 金 の 交 付 を 受 け た 年 度 及 び 補 助 金 の 名 称 を 記 入 し て く だ さ い 。 
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第３号様式（第７条関係） 

 
 

事 業 計 画 書 

実施する事業 

について 

「第２回茅ヶ崎コレクション」の開催、ファッションショー出演に向

けたレッスンの開催 

（日程） 本番:５月以降の土曜日または日曜日 午後１時間半程度 

    レッスン:本番約１.5 か月前から２回（９０分/回） 

         ※６回開催のうち２回出席が必須となります。 

    リハーサル:本番１週間前に１回（１２０分/回） 

（場所） うみかぜテラス内各施設 

（対象） 市内の在住者（４０歳以上） ２０名まで（事前申込制） 

（費用） 9,０００円（モデル参加費） 

・２回のレッスン内容は、ストレッチ、姿勢、ウォーキングとなります。 

・レッスンから本番までの様子は写真・動画撮影し活動報告として

YouTube、SNS、ホームページに掲載します。 

・ファッションショー演出のための映像制作・チラシデザイン・スライ

ド制作については外部委託します。 

 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

本番座席数は会場定員の半分とし、２ｍ間隔（前後も重ならない）で席

を配置するとともに、常時換気の実施、3 密を回避します。出演者、観覧

者、スタッフには検温、マスク着用、アルコール手指消毒、水分摂取以外

の飲食は控えるよう呼びかけます。 

また、レッスン、リハーサル時にも参加者に対し同様の対応を行います。 

事業の背景 

について 

自分たちの経験（ミセスコンテストグランプリ獲得、フラワーアーティ

スト、スタイリスト）を活かし、茅ヶ崎の女性がもっと輝くために何がで

きるか、私たちにしかできないことはなにかを考えていました。 

茅ヶ崎は自由で個性豊かな人々が暮らす街。各世代自分自身のこだわり

のおしゃれを楽しんでいる方が多く、特に中高年層の着こなしやセンスは

世の中の同世代の憧れでもあります。 

そんな茅ヶ崎の中高年女性も、コロナ禍による⾧引く巣ごもり生活で、

おしゃれを楽しむ喜びを忘れてしまっていないか、外出する気力や体力も

無くなってはいないかと感じていました。 

それならば「ファッションショー」という場をつくり、コロナ禍で出番

がなくなってしまった服だけでなく、若い頃気に入って買ったが捨てられ

ず箪笥に眠ったままの服、親から譲り受けた服、もう一度着てみたいが着

ていく場面がない服等々…ご自身のそれぞれの思いが詰まった服を身に

まとい、モデルとしてランウェイを歩けば、心も体も再び活き活きと元気

になってもらえるのではないかと考えました。 
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また、観客にも「茅ヶ崎スタイル」を楽しんでいただけ、ランウェイ上

で活き活きと輝くモデルたちを観ることで元気や勇気をもらうことがで

きるのではないかと考えました。 

そして、茅ヶ崎は「年齢を重ねてもおしゃれを楽しみ活き活きと暮らせる

街」としてＰＲすることができると考えこの事業を計画しました。 

 

～第 1 回茅ヶ崎コレクションを終えて～ 

開催日:令和 4 年 11 月 24 日（木） 

会場 :うみかぜテラス 

観客 120 名、出演モデル 20 名(40～83 歳の女性、一般応募) 

ゲスト出演者 2 名、運営ボランティア 20 名 

ウクライナから茅ヶ崎へ避難されている方もモデルとして出演され 

ました。運営はすべてボランティア・協賛によるものです。特に出 

演モデルのうち、15 名のヘアメイクは美容学生 10 名の実習ボランテ 

ィアとなりました。 

出演モデルは本番までに２回のレッスンを受講し、コレクション当 

日は自身のお気に入りの服を着て、100 席超の客席がほぼ満席、市⾧ 

も見守るなか、ランウェイを堂々と笑顔で歩くことができました。 

事業の目的や効果 

について 

・本行事を通じ出演者及び観客がおしゃれを楽しむことで再び活き活
きと輝いくことで、茅ヶ崎市で暮らすことの誇りの再認識と心身の健
康増進に寄与する。 
・「茅ヶ崎」が年齢を重ねてもおしゃれを楽しみ活き活きと暮らせる街

であることを発信する。 

・本番のヘアメイクは美容学生が担当することになり、学生にとって

は実習機会の少ない中高年ヘアメイクの実習の場となり、モデルにと

ってはご自身を学生の練習モデルとして協力することができる。 

事業の広報 

について 

（使用予定の媒体にチェック） 

■チラシ・ポスター □パンフレットなどの刊行物 ■ホームページ  

■Facebook □Twitter ■Instagram □その他の SNS（     ） 

■市の広報紙    ■市の広報掲示板   ■口頭にて伝達 

■その他（前回参加者や前回締め切り後参加希望者へＤＭ） 

 

・チラシやポスターの配架を考えているのは、公民館（５館×50 部ずつ）、

コミュニティーセンター（１１館×50 部ずつ）、ちがさき市民活動サポー

トセンター（50 部）です。 

・チラシは市の広報掲示版にも掲載を依頼します（１４６箇所）。 

・チラシは茅ヶ崎市内の商店に（30 店舗×30 部ずつ）置いて頂き、関係

者、モデル参加者にも知人ご家族ご友人へ配布いただきます。 

・市広報紙への掲載を依頼します。 

・タウンニュース社、J-COM への掲載を依頼します。 
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今後の展望 

について 

本イベントを第 2 回、第３回と継続することで、年齢を重ねても誰もが

輝ける茅ヶ崎市の魅力を伝える代表的なイベントとなることを目指しま

す。 

また、これらの活動を茅ヶ崎市ならではの施設を活用することで、茅ヶ

崎市の PR を行う。 

さらに、各業界の著名な方からご興味をいただいており、本活動の趣旨

に賛同いただける協賛者・協賛企業の開拓を行います。 

ちがコレに参加する、出る人観る人手伝う人誰もが相互貢献できる社会

貢献型ファッションショーを目指します。 

事業の実施体制 

について 

 

備考 「事業の実施体制について」欄は、市民活動ステップアップ支援補助金の交付を受けようとす

る団体は必ず記入してください。市民活動スタート支援補助金の交付を受けようとする団体は

任意で記入してください。 
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第４号様式（第７条関係） 

 
収支予算書 

 
収入 

科     目 金     額 内      訳 

1 事業収入 

 

2 補助金収入 

180,000 

 

100,000 

参加費9,000円×20人 

 

市民活動推進補助制度 

合計 
280,000  

 
 
支出 

科     目 金     額 内      訳 

 

使用料・賃借料 
 

 

 

 

物品費 

 

 

謝金 

 

 

 

業務委託費 

 

 

 

 

保険料 

 

印刷製本費 

 

 

70,140 

 

 

 

 

5,000 

 

 

20,000 

 

 

155,704 

 

 

 

 

4,800 

 

24,356 

 

 

うみかぜテラス 

（本番 ¥ 47,740 

リハーサル1回 ¥ 10,910 

練習6回分 ¥ 11,490） 

 

来場者用使い捨てスリッパ

（￥50×100）\5,000 

 

動画撮影謝礼 ¥10,000 

写真撮影謝礼 ¥10,000 

 

映像制作 \50,000 

チラシデザイン（\30,000×2

パターン）\60,000 

スライド制作 \45,704 

 

レクリエーション保険 

 

チラシ2900枚（ネット印刷） 

合計 
280,000  

＊物品購入に際し、品質形状が変わることなく、比較的長期間（概ね１年以上）使用、保全でき
るものの内、1 万円以上のものを購入する場合は、見積書に相当する資料と、購入する物品の使
用目的や必要性等を記載した書類を提出してください。 
 
備考１ 示された支出科目は、必要に応じて削除もしくは名称を修正することができます。 

また、示された支出科目以外に必要な科目があれば、追加することができます。 
 備考２ 内訳のうち、自団体のＰＲに係る経費については頭に★を付けてください。 
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補足資料 

～第 1 回茅ヶ崎コレクション～ 

開催日：令和 4 年 11 月 24 日（木） 

会場 ：うみかぜテラス 

モデル年齢構成：40 代９名、50 代 5 名、60 代 4 名、80 代 1 名 

 

【モデルアンケート抜粋】（回答者 19 名） 

Q. 次回「茅ヶ崎コレクション」を開催した場合、モデル参加をお友達に勧めたいですか？ 

A. はい 19 人 

・自由で楽しめるから 

・素晴らしい想い出と見られる意識向上の為 

・幸せな時間を得られ前向きになるから 

・参加を通して、前向きな気持ちになり意識も高まりました。 

・滅多に経験出来ない事なので。 

・女性であることを再び認識し、美しくありたいと思う方々に出会い、刺激をうけたので、

他の方にも経験していただきたいです。 

・ランウェイでも、気軽に未経験でもできるのが嬉しかったからです。そういう経験したい

方沢山いると思います。 

 

Q.  次回「茅ヶ崎コレクション」を開催した場合、モデル参加したいですか？ 

A.  はい 13 人、検討したい 4 人 

・今回とても良かったので次回も参加して人生をエンジョイしたい。 

・今回より成⾧した姿を撮ってもらいたいと思います。教えていただいたことの一つでも 

体得して、１回目より笑顔で出演したいと思いました。 

・まさかػの経験、学びに喜びを感じました。 

・日々、自分を磨く目標になるからです。また、輝いている方を見て、刺激を受け学びたい。 

・自分磨きや自信になる。同じ目標の方達とのご縁ができる。 

・次回はさらに素敵な会になっているのが見えるようで楽しみ。 

・楽しかったのとみなさんと交流したいから 

・キレイなみなさんを見れ、色々な方と知り合い、楽しめたから。 

・参加者の方々のファッションを通して、チャレンジしてみたいドレスや和装など考えると

ワクワクします！ 

・今回はお着物でしたが、ドレスやヒールでも練習して歩いてみたいな！と思いました。 

・人生初の、ランウェイ体験がちがコレで本当に良かったです♪凄い楽しくて成⾧出来た

し、身近な人達にもそれを見ていただけたし、人は変われると、勇気をもらったと、凄い

何人にもメッセージをいただけたので。 
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補足資料 

Q13．その他、ご意見・ご感想 

・素敵なイベント参加に怖気付く私を励ましてくださりありがとうございました。プロの 

ヘアメイクでランウェイ出来て勇気をもらいました。ありがとうございました。 

・今回このような機会に恵まれ、とても刺激ある数日間でした！参加させて頂き、良かった

です！ありがとうございました。 

・人生でやってみたいと思っていたことが実現できたので最高に嬉しい！嬉しさ一杯です。

石黒あかね様はじめチガコレの実行委員の方々には感謝感謝感謝で心より御礼申し上げ

ます。 

・初めての経験で、よくわからず、楽しませていただきました。いい刺激を頂きました。 

・今回は、想像以上にステキなイベントでした！こんなにしていただけるとは、思ってもい

ませんでした！主催者のあかねさんの人柄、社会貢献したいという心持ち、美しさ…全て

に感動したイベントでした！ますます、イベントを広げて、茅ヶ崎を盛り上げて行ってく

ださい！私も微力ながら、応援し何かできることがあったら、お手伝いもしたいです！今

後ともよろしくお願いいたします！ますますの会の発展をお祈りしています！！ 

・茅ヶ崎 love なみなさまの気持ちがひとつになった素晴らしい運営で感動しました。 

 

【観覧者からのご意見・ご感想】 

・皆様大変素敵で女性が輝くってこの世界に必要だなと思いました。（50 代・女性） 

・平和に感謝。平和は本当にありがたい。来年も楽しみに待っています。（60 代以上・女性） 

・とにかく感じたのはモデルさんたちも観客も楽しんでいる。（30 代・男性） 

・純粋に 輝いている人が身につけている物は素敵に見えるし、それをキッカケに購買欲が

増す。（40 代・男性） 

・うみかぜテラスでこんな素敵なイベントができるなんて驚いた（30 代・女性） 
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第１号様式（第７条関係） 

 市民活動推進補助事業企画書 

令和５年１月１２日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

所在地  

提出者 名称  チアフル 

代表者氏名 久住 奈美 

次のとおり事業を企画したので、関係書類を添えて提出します。

 団体の概要  別添市民活動団体概要書のとおり 

 事業の区分 

(3) まちづくりの推進を図る事業

(6) 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る事業

(13) 子どもの健全育成を図る事業

 事業の名称 チアフル ～陽気に楽しくみんなでつながろう～

 事業の概要 別添事業計画書のとおり 

 実施予定期間 令和５年４月１日 から 令和６年３月３１日 まで 

 事業経費の配分及 

 び経費の使用方法 
別添収支予算書のとおり 

備考 １ 「事業の区分」欄には、第５条各号に掲げる事業のうち該当するものを記入してください。 

２ この企画書には、次の書類を添付してください。 

(1) 定款又は規約、会則その他これらに準ずるもの

(2) 構成員の名簿
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第２号様式（第７条関係） 

市民活動団体概要書 

名称 チアフル

連絡先 

設立年月日 ２０２０年１２月 １日 

構成員数 

４ 人 

市内在住（在勤及び在学を含む。）者  ４ 人 

その他    ０ 人 

情報の公開の方法 
□ ホームページへの掲載

☑ その他の方法（Facebook、Instagram、LINE）

設立の経緯 

 障がいのある子どもを育てる中で、健常な子どもたちと離されて育ってい

く環境に疑問を抱きました。幼い頃から当たり前に障がいのある子もない子

も一緒に遊ぶ環境になったら、インクルーシブの世界は自然と生まれるので

はないか、我が子たちも。 

 東京にインクルーシブ公園ができたと知り、茅ヶ崎にも創っていただきた

いと思い活動を開始しました。 

活動の目的 
障がいの有無、国籍、性別、年齢等ありとあらゆる壁や分断をなくし、誰も

がつながり、“ありのままで”過ごせる環境を創る。 

主な活動内容 

●インクルーシブ公園プロジェクト(パーククリーン）

●あそんでつながる（ボッチャ、ゆるスポーツ、季節のイベント等）

●まなんでつながる（上映会、読み聞かせ等）

●ちいきにつながる（ビーチクリーン、農業体験等）

年間決算額 １５，５２０円 

補助金の状況 

団体名： 

補助金の交付を受けた年度： 

補助金の名称： 

備 考 １ 「 情 報 の 公 開 の 方 法 」 欄 は 、 該 当 す る □ に レ 印 を 記 入 し て く だ さ い 。 

２  「 補 助 金 の 状 況 」 欄 は 、 過 去 ５ 年 以 内 に 茅 ヶ 崎 市 そ の 他 の 団 体 か ら 補 助 金 を 受 け て い 

る 場 合 に 、 団 体 名 、 補 助 金 の 交 付 を 受 け た 年 度 及 び 補 助 金 の 名 称 を 記 入 し て く だ さ い 。 
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第３号様式（第７条関係） 

 
事 業 計 画 書 

実施する事業 

について 

「パーククリーン」：協力し合い、公園のゴミ拾いを行う事業。 

（日程）4、9、3月 第 2 or第 4土曜日 午前 10時～12時 

（場所）しろやま公園 

（対象）規定なし 10～20名程度 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

参加者は事前に把握し、マスクの着用とアルコール手指消毒を呼び

かけます。 

 

「お話会＆ビーチクリーン」：ゴミ問題を学び、協力して海岸のゴミ拾

いを行う事業。 

（日程）7、12月 第 2 or第 4土曜日 午前 10時～12時 

（場所）茅ヶ崎公園、茅ヶ崎海岸付近 

（対象）規定なし 10～20名程度 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

参加者は事前に把握し、マスクの着用とアルコール手指消毒を呼び

かけます。 

 

「ボッチャ体験」：スポーツを通じて地域での交流を図る事業。 

（日程）8、11、2月 第 2 or第 4土曜日 10時～14時 

（場所）まちづくりスポット茅ヶ崎 

（対象）規定なし  

【新型コロナウイルス感染症対策】 

参加者は事前に把握し、マスクの着用とアルコール手指消毒を呼び

かけます。また交代時に除菌シートを用いてボールの消毒を行います。

室内は常時換気を行います。 

 

「農業体験」：農作業を通じて、自然を感じながら交流を図る事業。 

（日程）5、10月 第 2 or第 4土曜日 午後 1時～3 時 

（場所）永野農園 

（対象）規定なし、定員 30名 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

参加者は事前に把握し、マスクの着用とアルコール手指消毒を呼び

かけます。 

 

「上映会」：『夢みる小学校』を鑑賞し、学校教育のあり方や個性の尊

重とはどうすることなのか共に考え、学ぶ事業。 

（日程）1月 第 2 or第 4土曜日 午後 1時～3時 

（場所）うみかぜテラス 音楽室（定員 60名） 

（対象）規定なし、定員 30名 

（費用）500円 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

各回の対象人数は会場定員の半分とし、2ｍ間隔で席を配置するとと

もに、30分ごとに換気を行い、3密を回避します。参加者は事前に把

握し、マスクの着用とアルコール手指消毒を呼びかけます。 

 

「ゲームで交流会」：『ワンダーワールドツアー』という共生社会を学

ぶカードゲームを用いて楽しみながら学ぶ事業。 

（日程）6月 第 2 or第 4土曜日 午前 10時～12時 

（場所）うみかぜテラス フリースペース 

（対象）規定なし 10～20名程度 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

参加者は事前に把握し、マスクの着用とアルコール手指消毒を呼び

かけます。 
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事業の背景 

について 

私たちは障がいのある子を育てている親たちで障がいのある子とな

い子が交流する機会がなく、分けられつつある現状に不安を感じ活動

を始めました。 

色んな人がいて、障がいの有無に関わらず人は得意な事、苦手な事

それぞれあり、みんなありのままで良い。また、障がい者の就労先が

少ない・低賃金等の多くの課題がありますが、理解者が増え、認め合

うことにより多様性の理解が言葉だけでなく、みんな誰もが居心地の

良い場所になることを願っています。 

事業の目的や効果 

について 

活動をしてみると様々な困りごとが世に存在することが分かり、共

感してくださる方もいらっしゃいます。ですが障がい者の問題は、当

事者の理解がまだまだ必要だと感じています。障害＝「何もできない」

「かわいそう…」そんなマイナスイメージを未だ持っているのは大人

なのだと身をもって確信しています。 

近年“インクルーシブな社会を目指す” というフレーズを耳にする

ことは増えていますが、「インクルーシブ= 障がい者のため」と他人事 

になる方もいらっしゃいます。 

しかし、 イベントを通して交流している子どもたちを見ていると、

健常な子どもは障がいのある子どもに対して最初こそ「なんかちがう

…」と思っている様子も見受けられることもありましたが、大人が介

入せずただ見守るだけでも交流を重ねるうちに距離感は縮み楽しく過

ごしています。 

幼い年頃から交流をしていると変な先入観など初めから生まれるこ

となく、いろんな子がいることが当たり前として理解されていくこと

を子どもたちが教えてくれます。 

事業の広報 

について 

（使用予定の媒体にチェック） 
■チラシ・ポスター      □パンフレットなどの刊行物 
□ホームページ ■Facebook □Twitter ■その他のＳＮＳ（ instagram ） 
□市の広報紙    □市の広報掲示板        □口頭にて伝達 
□その他（                      ） 

 

・主にチラシ配布（サポセン・まちスポなど）各 20 部程度。 

・ご協力いただける保育園等に掲示または配布 各 10 部程度。 

今後の展望 

について 

近年障がいのある子とない子の交流する機会は、教育現場において

も大変少なくなっていると伺っています。この活動を通して交流の機

会を増やし、地域のあらゆるところに自然と「いて」、誰もが暖かに過

ごすことが“当たり前”になることを目指します。 

またアメリカ発祥のバディーウォーク（日本各地でも様々なバディ

ーウォークが展開されています／ (例 )バディーウォーク  | 

BuddyWalkTokyo ( suplife.or.jp )。このようなイベントを障害の有無

に関わらず、誰もが楽しく過ごせる大きなイベントとして開催するこ

とが出来たらいいと考えています。 

そのために現在の小さな活動をコツコツと続け、様々な地域の皆さ

んと繋がりを増やすことを大切に活動していきます。 

事業の実施体制 

について 

(1) 代 表  久住 奈美 

(2) 副代表  永野 桃子 

(3) 事務局  野中 詩子 

 

●協力団体 

湘南やさしい日本プロジェクト  井上 恵さん 
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第４号様式（第７条関係） 

 

収支予算書 

 

収入 

科目 金額 内訳 

 

１ 事業収入 

 

 

２ 補助金収入 

 

３ 団体収入 

 

15,000 

 

100,000 

 

146 

 

 

 

・参加費  ○上映会  ¥500×30人 

 

・市民活動げんき基金補助 

 

「チアフル」にて負担（団体への寄付、団体資金等から） 

合計 
 

115,146 

 

 

 

支出 

科目 金額 内訳 

 

1 物品費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 印刷製本費 

 

 

 

 

 

3 使用料・賃借料 

 

21,622 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6,984 

 

 

 

 

 

86,540 

 

 

 

・手指消毒用アルコール（400ml×2本）\1,072 

・アルコール除菌シート(ボッチャボール等物品消毒用) 

（35枚×4セット）\440 

・ボッチャボールセット（1セット）\3,980 

・ガムテープ(ボッチャコート作成用)（10m×9本）\990 

・模造紙(各イベント会場掲示用)（四六判×5枚）\550 

・カラーペン(広告用)（18色入）\1,900 

・さつまいも苗（10本×4セット）\3,200 

・収穫用はさみ \698×5 

・ワンダーワールドツアー(共生社会を学ぶカードゲーム) 

 \3,000×2 

 

・チラシ印刷50部×12回（カラーコピー・用紙代含） 

\4,560 

★団体PRチラシ(A4サイズ)100部 

(カラーコピー・用紙代含)\760 

★団体PRチラシ(名刺サイズ)200部 \1,664 

 

・まちづくりスポット茅ヶ崎（\250／30分）\2,500×3回 

・うみかぜテラス音楽室（\660／1時間）\2,640 

・『夢みる小学校』上映用レンタルDVD \50,000 

・レンタルプロジェクター・スクリーン \26,400 

 

合計 
 

115,146 
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映画『夢みる小学校』紹介 

 

『夢みる小学校』は子ども主体、体験型…ひとりひとりの個性を大切にした３つの学校に密着した“ドキュメ

ンタリー”映画です。 

実際に代表が鑑賞した感想を述べると、子どもたちは自由に考え、自由に学びのびのび生き生きとして自

分たちで授業を作り上げていきます。大人から“教えられる教育”ではなく、“主体的に学ぶ”からこそみんな

それぞれが考え、色んな子を尊重し合う姿が見られます。その姿から“ミライの教育”とは何か、子どもたちに

必要な教育とは何かを考えるきっかけとなる作品だと感じました。 

障がいのある子どもを持つ親としての正直な想いを綴ると、今の学校現場のあり方では障がいのある子は

同じ学校の中にいても別の世界に置かれているように感じます。 

また定型発達の子どもにおいても不登校や自殺が増えているのも「〇〇できなければならない」、「〇〇し

なければならない」という評価がベースにある日本教育特有な枠組みの窮屈さも関係あるのではないかと個

人的には思います。 

この映画は文部科学省も推薦しており、子どもだけでなく大人としても学校任せにせず、地域の大人として

どのように学校に協力しているけるかを考えるきっかけとなる作品だとも感じます。 

本来子どもにとって誰にでも無条件に提供される“居場所”である学校。現代に必要な学校とは何か、その

目指すべき学校を創るために一人一人ができることは何なのか、ぜひいろんな方に鑑賞いただき、この作品

を通して、共に大きなテーマを考えていきたいです。 
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【引用】 

まほろばスタジオ「夢みる小学校」ホームページ 夢みる小学校 ミライの「公教育」がここにある。希望

あふれる”教育変革ドキュメンタリー”。 (dreaming-school.com) 

夢みる小学校 予告編ロングヴァージョン https://youtu.be/mfmm8oviWQ0  
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第１号様式（第７条関係） 
 

 市民活動推進補助事業企画書 

 

                                  2023年 1月 8日 

 

  （あて先）茅ヶ崎市長 

 

所在地  

提出者 名称 小さな教室カクツクル 

代表者氏名 会長川島眞理子         

  

 

  次のとおり事業を企画したので、関係書類を添えて提出します。 

 団体の概要  別添市民活動団体概要書のとおり 

 事業の区分 

(6) 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る事業 

(13) 子どもの健全育成を図る事業 
 

 事業の名称  子どもアニメーション体験教室 

 事業の概要 別添事業計画書のとおり 

 実施予定期間   令和5年 4月 1日から    令和6年 3月 31日まで 

 事業経費の配分及 

 び経費の使用方法 
別添収支予算書のとおり 

 

備考 １ 「事業の区分」欄には、第５条各号に掲げる事業のうち該当するものを記入してください。 

   ２ この企画書には、次の書類を添付してください。 

(1) 定款又は規約、会則その他これらに準ずるもの 

(2) 構成員の名簿 

(3) その他市長が必要と認める書類 
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第２号様式（第７条関係） 

 

市民活動団体概要書 

名称 小さな教室カクツクル 

連絡先  

設立年月日     令和4年 8月 1日 

構成員数 

     4人（うち役員   3人） 

市内在住（在勤及び在学を含む。）者     2人 

 

その他     2人 

情報の公開の方法 
☑ ホームページへの掲載 

☑ その他の方法（  サポセンに登録    ） 

設立の経緯 

教育と保育に携わる二人が、アートに長年関わってきた経験を活かし茅ヶ

崎市の学びの市民講師として「ハマミーナ  」で夏休みに子供向けアニメ

ーション講座を開催したことをきっかけとし2022年8月に  

任意団体を設立。 

活動の目的 
本会は、学びと創造に関する活動を行うことにより、子どもの育成支援及

び家庭の支援を目的とする。 

主な活動内容 

・子どもアニメーションづくり体験教室 

・その他、目的の達成に必要な活動 

 

年間決算額             円 

補助金の状況 

団体名： 

補助金の交付を受けた年度： 

補助金の名称： 

備 考 １ 「 情 報 の 公 開 の 方 法 」 欄 は 、 該 当 す る □ に レ 印 を 記 入 し て く だ さ い 。 

２  「 補 助 金 の 状 況 」 欄 は 、 過 去 ５ 年 以 内 に 茅 ヶ 崎 市 そ の 他 の 団 体 か ら 補 助 金 を 受 け て い 

る 場 合 に 、 団 体 名 、 補 助 金 の 交 付 を 受 け た 年 度 及 び 補 助 金 の 名 称 を 記 入 し て く だ さ い 。 

33



 

第３号様式（第７条関係） 

 

 

事 業 計 画 書 

実施する事業 

について 

【令和 5 年～6 年 4 回／年 開催予定】 

■1 回目）令和 5 年 8／19 日（土）・20 日（日）13 時-17 時 

＠まちスポ茅ヶ崎 定員 6 名 参加費 1,000 円／全 2 回分 

茅ケ崎にまつわるストーリーを題材に、スマートフォンのアプリを使って

コマ撮りアニメーションを制作します。 *対象）小学 3～６年生 

※候補：アニメーション 作家（東京造形大学）：若見ありさ 

また、近隣地域の大学生もインターン的に参加し交流をはかります。 

 

■2 回目）令和 5 年 8／27（土）終日（公開 10 時〜16:30 時） 

＠サンノイチ 参加費なし。1 の参加者の作品発表・展示上映会  

※児童の作品の公開上映と共に、そのプロセスのドキュメントによる、メ

イキング・参考作品＆デモ用セットを設置し、児童や一般市民との “交

流の場”として演出します。 

 

■3 回目）令和 5 年 11／3 日（祝木）10 時-12 時・13 時-15 時／全 2 回 

（120 分×２回入れ替え制）＠まちスポ茅ヶ崎  

各回定員 6 組計 12 組 参加費 1,000 円 

*対象）小学 3 年生～中学 3 年生  

スマートフォンのアプリを使ったインプロ（即興）アニメーションづくり。 

 

■4 回目）令和 6 年 3／9（土）10 時-12 時・13 時-15 時／全 2 回  

（120 分×２回入れ替え制）＠まちスポ茅ヶ崎  

各回定員 6 組計 12 組 参加費 1,000 円 

（子供上限 6 名＋各 1 名付添人としての保護者を含む） 

*対象）小学１年生～６年生とその家族などで世代間の交流を促す 

スマートフォンのアプリを使ったインプロ（即興）アニメーションづくり 

※コロナ対策：入口に体温測定器と消毒を設置し受付します。 

30 分おきに換気を行います。 

事業の背景 

について 

過去にワークショップを開催した際に、毎週の習い事としては時間や家計

の問題で難しいが子ども本人は経験をしたがっているなどの意見をいた

だく事がありました。 

様々な理由により体験活動をしてない児童と習い事や旅行などの体験活

動をしている児童との「体験格差」がある中で「誰でも」「気軽に」表現

活動を参加し、体験できる場が求められていると感じました。 

児童だけではなく成人であっても、そのような体験は生きるうえで重要で

す。私たちはアニメーションを主軸にしたアート活動で表現する楽しさを

児童や一般市民のみなさんに体験してもらい、身近にあるスマートフォン

や家庭にある道具を手軽に用いることで、受け身ではなく、自分ならでは

の表現を行い、地域内外に発信することがこれからの時代に有効ではない

かと考えました。 

事業の目的や効果 

について 

総合芸術であるアニメーションには、ストーリー企画、背景や世界観作り、

サウンドやタイミングを含めた実験性などの要素があります。普段は受け

身で漫然と見てしまいがちな動画を、作る側に立つことでメディアリテラ

シー的な観点を養い、また、茅ヶ崎地域や自分に身近なテーマの発見・発

信の手段としてとらえ、人によっては将来の表現やプロ活動にむけたきっ

かけに繋がるような創作体験を提供したいと思います。 

具体的には・・ 

・自信（子供たちにとって自分がつくったという達成感）がつく。 

・主体性（作品の方向性やゴールを自ら導く意思）を育む。 

・創作の楽しさに触れ、考える力を伸ばす（創造性豊かなまちへ） 

・茅ヶ崎の地域性（風景・映像・物語からアニメーション）を活かした創

作につなげることで、子ども達が地域への愛着を持つことや、また、プロ

や近隣の学生との交流の場として機能することも意図しております。 
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事業の広報 

について 

（使用予定の媒体にチェック） 
☑チラシ・ポスター      □パンフレットなどの刊行物 
☑ホームページ □Facebook ☑Twitter □その他のＳＮＳ（      ） 
☑市の広報紙    □市の広報掲示板        □口頭にて伝達 
□その他（                      ） 

コミュニティーセンター（１１館×１０部ずつ）、ちがさき市民活動サポートセン

ター（５０部）です。学童クラブなどの施設へチラシの掲示を依頼します。 
各回については、市広報紙への掲載を依頼します。また、８月以降も継続参加の
意志がある方のうち、希望される方には、ダイレクトメールを送って継続を促し
ます。 

今後の展望 

について 

１小学校区ごとに巡回し、活動をしたいと考えています。 

２大学のゼミ生とのプロジェクト制作（※展示構成上での工夫） 

３参加者アンケートや制作工程などのドキュメント化を行い、参加者の作

品も（事前に掲載許可を得た上で）YouTubeなどのプラットフォームを利

用し Web公開します。 

事業の実施体制 

について 

総括 代表者１人 

副代表 １人 

会計補助 １人 

広報・イベント補助 1人 

【協力者】 

講師 アニメーション 作家 1人（8月の 1回） 

備考 「事業の実施体制について」欄は、市民活動ステップアップ支援補助金の交付を受けようと 

する団体は必ず記入してください。市民活動スタート支援補助金の交付を受けようとする団体は任意

で記入してください。 
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第４号様式（第７条関係）

収入

科　　　目 金　　　額 内　　　訳

１　団体収入 14,909 「小さな教室カクツクル」にて負担（会費、団体への寄附等、団体資金から充当）

２　事業収入 30,000 参加費（イベント参加1組1000円×6組＝6,000円×5回）

３　補助金収入 100,000 市民活動推進補助制度

合　　　計 ¥144,909

支出

科　　　目 金　　　額 内　　　訳

賃金（会員外） 48,000
学生インターンアルバイト（6,000円×3回…8月講座2回＋展示補助1回）
アニメーションプロ作家への講師謝礼　30,000円（交通費込み1人×1回…8月講座1回
目）

旅費 9,344
電車(JR矢川-茅ケ崎990円）＋バス(茅ケ崎駅-浜見平団地178円）片道1,168円×往復
×会員1人×4回

物品費 41,669

アルコールマーカーセット（Ohuru太細油性60色） 3,699円×6個
撮影用クリップライト　1,699円×6台（スマホスタンドの影防止）
細工用はさみ（ALLEX アレックス スリム140フッ素コート ブラック 11164B）　1,136円×6
個
トレーシングペーパー　485円×1（トレース描画用・光量拡散用）
紙　110円×3セット（画用紙・方眼厚紙・色紙）
手指消毒液　110円×3セット
固定用マスキングテープ　110円×6個
のり　110円×6個

委託費 12,000 パンフチラシデザイン料12,000円（外注2枚分）

印刷製本費 9,696
★団体パンフ印刷代（A4カラー両面巻き3つ折マットコート1000部＝6459円）
イベントチラシ印刷代（A4カラー両面500部　3237円）
＊参考：印刷会社：MAHITO DESIGN

通信運搬費 2,800
切手代（チラシ・パンフ入封書郵送140円×20箇所））
＊参考：児童クラブ等関連施設

保険料 2,400
レクリエーション保険　1名50円/日×のべ48名
＊参考：付添人含め最大参加者6+6+12+24＝48

使用料・賃借料 19,000

サンノイチ賃借料1日　¥2,000＋プロジェクター/スクリーン600円＝2,600円（8月展示）
まちづくりスポット茅ヶ崎賃借料　16,400円（8月2回/11月/3月講座　下記詳細＊）
＊内訳：7時間4100円×4日(30分/250円×14＝3500円＋機材600円×4)

合　　　計 ¥144,909

収支予算書

＊物品購入に際し、品質形状が変わることなく、比較的長期間（概ね１年以上）使用、保全できるも
のの内、1万円以上のものを購入する場合は、見積書に相当する資料と、購入する物品の使用目的や
必要性等を記載した書類を提出してください。

備考１　示された支出科目は、必要に応じて削除もしくは名称を修正することができます。
　　　　　また、示された支出科目以外に必要な科目があれば、追加することができます。

備考２　内訳のうち、自団体のＰＲに係る経費については頭に★を付けてください。
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夏休み特別企画
子ども

アニメーション
体験教室

おうちでの
つくりかたメモ

by カクツクル

STOP MOTION  STUDIO（無料アプリ）をインストールして、サカナのサンプルをみます

ポイント

スマートフォンやiPadなどのタブレットで作成
（このスライドはiPadメニューより）

□をおすと、かくれたメニューが出てきます

（※おうちの方へ：教育機関でも使われているアプリで、広告や課金ボタンもありません。高性能な有料版も便利です）

まずサンプルぜんたいを▶で再生、次に1枚1枚の絵をみると、とちゅうで手が入っている絵も・・

ポイント

手が写らないようにシャッターを押して、
動かした「もの」だけをじゅんばんに見ると…？
「おや、うごいて見える！」
（約100年前の発見でアニメーションができた）

「新規ムービー」をえらび、６枚ほど“止まった絵”をとります。丸い赤ボタンをつづけておしま
す。

シ
"
#
タ
%
ボ
タ
ン↓ポイント

いよいよ作ります！

さいしょは、とまった風景など
ををみせて、ここはどこか？が
わかってから「登場人物」が出
てくることが多いよ。

（はじめてアニメを作ると
き、シャッターが自動的に何枚
も押される場合もあります。止
まったら、画像を選んで押しし
て削除できます）

はぐるまのアイコンで設定を確認できます。まがった矢じるしは「1つ前の状態に戻る」です

シ
"
#
タ
%
ボ
タ
ン↓

ポイント

時計マークが＝はやさ

今回のアニメーションは
1秒に6枚の絵

（多いと時間がかかるが、なめ
らかでゆっくりした動きにな
る。少ないと、カクカク早くう
ごくが、これもかわいい！）

いきものが出てくるときは、ワクのはしっこで一部みせ→全部みせ→はしっこへとうごかします

↑

前
の
絵
が
す
き
と
お
っ
て
み
え
る

︵
た
ま
ね
ぎ
の
⽪
4
オ
ニ
オ
ン
ス
キ
ン
︶と
い
う

こ
れ
で
ズ
レ
や
ち
が
い
を
チ
F
G
ク
し
ま
す
︒

↓

再
⽣
ボ
タ
ン

さ
つ
え
い
し
た
ら
︑動
き
を
み
る
た
め
︑み
ぎ
の
▶

の
再
⽣︵
さ
い
せ
い
︶ボ
タ
ン
を
お
す
︒
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カメラに近づけておおきくしたり、はやく～ゆっくりうごかしたり、メリハリをつけてましょう さいごは、からだの一部がだんだんカメラにうつらないよう、左右にずらしていきます。

ちいさな○を大きな○に「おきかえる」と、どんどんフルーツがそだっていくようにみえます さつえいが終わったら、左下の ＜ 印でもどると、今までの作品がぜんぶみえます

おわった作品の○をVチェックして、左上2番目アイコン「ムービーエクスポート」でかきだします

ポイント

・ムービーエクスポートをすると、ネットで皆が見られる動画になります。
・GIFアニメーション →SNSやWeb用の「うごく絵」 （軽いけど画質が荒め）になります。
・イメージ →1枚1枚の静止画になります。
・パラパラマンガ →どんなふうに保存されるかな？ 試してみてね。
・プロジェクト →このアプリだけで見られる形式。

動画にかきだしたら、すきな方法でネット公開や「保存」をして、みんなにみてもらいましょう

ポイント

連携アプリは、自分のスマホの設定によって変えられます。
動画をすぐネットで公開したいとき→Youtube、SNSアプリなど

動画をスマホやタブレットに保管しておきたいとき
→ビデオを保存（ふだんの「写真」とおなじ場所で再生できます）
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第１号様式（第７条関係） 
 

 市民活動推進補助事業企画書 

 

                                令和５年 １月 10日 

 

  （あて先）茅ヶ崎市長 

 

                        所在地  

                                       提出者 名称 うみこころ 

                                                                                    代表者氏名     代表  大内 涼子          

 

  次のとおり事業を企画したので、関係書類を添えて提出します。 

 団体の概要  別添市民活動団体概要書のとおり 

 事業の区分 
環境の保全を図る事業、 
人種の擁護または平和の推進を図る事業、こどもの健全育成を図る事業 

 事業の名称 
うみこころ 「みんなこの地球に生きるおなじ命」〜イロトリドリの命を大

切に、平和をつくる〜 

 事業の概要 別添事業計画書のとおり 

 実施予定期間   2023年 4 月  1日から    2024年  3 月  31日まで 

 事業経費の配分及 

 び経費の使用方法 
別添収支予算書のとおり 
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第２号様式（第７条関係）市民活動団体概要書 

名称 うみこころ 

連絡先  

設立年月日    2022 年 12 月  1 日 

構成員数 
   3 人（うち役員   人） 

市内在住（在勤及び在学を含む。）者  3  人 

情報の公開の方法 
■ ホームページへの掲載 (あり） 

■ その他の方法（Instagram、公式 LINE、youtube ） 

設立の経緯 

新江ノ島水族館で上演されていた「Dorfelia」というショーに出演したことがきっかけです。

当時学んだことは「地球上に生きるすべての生き物は同じ命であり平等である」ということ。

言葉の通じないイルカと一緒にショーをすることで「あなたはあなた、違うことが素晴らし

い、その考えが平和につながる」ということです。ショーは休演してしまいましたが、伝え続

けていきたいと強く感じたので出演する 2 人が中心となって設立しました。そのサポートに１

名団体に加わり 3 名体制で活動しています。 

活動の目的 

出逢えた人に笑顔になってほしい、生きていくちいさな支えになりたい 

生命の大切さ（生命の教育、食育）、地球と共存していくこと（地球環境保護）みんなそれぞ

れ違うことが素敵だということを伝えるため 

主な活動内容 

ダンス、歌、おはなし等のパフォーマンス活動 

学校や公民館などのステージ Live 活動 

【団体設立前の過去活動実績】 

新江ノ島水族館「えのすいフラーデーナイト」2019.4 

《公民館でのステージ》 

・「うみこころファミリーコンサート」2019.8 

・「小和田公民館音楽祭」2019.12 

《ショッピングモールでのフリーライブ》 

・茅ヶ崎イオンスタイル・湘南モールフィル・OSC 湘南・Mr.Max 湘南藤沢 

※コロナ禍で実施できなかったのですが、養護学校と私立高校からも声をかけていただき出張

パフォーマンスを実施予定でした。 

現在も学校の先生から子供たちにうみこころのパフォーマンスを見てほしいと声をかけていた

だいており、今後予定しています。 

年間決算額            ０ 円 

補助金の状況 

団体名： 

補助金の交付を受けた年度： 

補助金の名称： 
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第３号様式（第７条関係） 

 

 

事 業 計 画 書 

実施する事業 

について 

うみこころ  

「みんなこの地球に生きる同じいのち 

〜イロトリドリの命を大切に平和を作る〜」 

 

日程 12/9(土）予定 （1 時間を予定） 

 

場所 茅ヶ崎文化会館小ホール（予約制） 

（対象） 茅ヶ崎市民 

（費用）大人 ￥1,000  

    子供（未就学児〜高校生）無料                 

                オンライン ¥300         

     会場定員（188 名） 

 

ステージ参加人数  定員 30 名 

 

内容  歌と踊りとおはなし（セリフ）で地球に生まれる命がイロト      

    リドリであることを表現します。 

    まずは命の誕生、1 人が歌い、もう 1 人は命の誕生を表すダ

ン 

    スをします。静・・・喜び。この誕生した命はたくさんの命 

    を繋ぎいただことで、今生きていることを知ってもら

う・・。 

     

    うみこころオリジナルのお話を歌とダンスで表現します。 

    （内容は補足資料参照） 

 

    最後には、うみこころオリジナルソングの「うみとこころ」  

    をステージで一緒にパフォーマンスしてくださる方を、事前 

    募集して（チラシなどで募集をかけます。参加定員３０名） 

    ※何回か練習をオンラインで行います。簡単な振り付けと歌 

     を一緒に歌う予定。リハーサルで合わせます。 

    イロトリドリの世界を表現します。 

    地球も動物も植物も同じ命であること、 

    この地球はみんなが住む一つしかない星だということ 

    から地球環境問題に目を向け、さらに、自分はたくさんの命 

    を繋ぎ、いただくことで今生きていることを知ってもらう。 

    そして自分のことも相手のことも大切に思える、地球に感謝 

    したくなるような時間作ります。 

 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

参加者は事前に把握し、マスクの着用とアルコール手指消毒を呼びか

けます。 
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事業の背景 

について 

私たちは、コロナ以前に新江ノ島水族館で行われていた「Dolferia」

というショーに出演していました。当時、たくさんのお客様から 

「生きる勇気をもらった」 

「自分が生きていることに感謝したくなった」 

「自殺を考えていたがやめました」 

そのような言葉をいただくことがよくありました。 

 

私たちがパフォーマンスをすることで 

誰かの生きる勇気になる、 

自分を大切にすることで、 

周りを大切にすることができ、 

地球上のすべての命と共存することができるようになる 

と思い、ショーが休演した今も、同じ想いを持ち、うみこころオリジ

ナルのパフォーマンスで伝え続けています。 

 

うみこころとして活動する中でも 

「心に響く歌やダンスで元気をありがとう」 

「命の尊さを感じるステージだった」 

「命をいただく・・・とても考えさせられた」 

などたくさんの声をいただいております。 

 

少しでも地球のことに目を向け 

他のいのちを思う 

自分の命はたくさんの生命を繋ぎ生きていることを知り 

今、出逢えて同じ時代に生きている奇跡を感じてほしいと思っていま

す。 

 

コロナをきっかけに、人と会えない、触れることができない、など他

者との関わりが減り、将来への不安も増えたことから、市民も一緒に

ステージに立ち、ステージを通して、他者との繋がりを持ち、希望を

感じられるような事業が必要だと思っています。 

 

コロナが起こり、私たち自身もパフォーマンスの機会をなくしました

が、２０２３年、今の時代こそ、パフォーマンスを通して 

このことを伝えていきいたいと思い、このステージを企画しています 
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事業の目的や効果 

について 

実施する事業内容にも記載しましたが、 

自分の生命はたくさんの生命を繋ぎ生きていることを知り、 

環境、動物の生命にも目を向け 

環境保護や、生命の大切さを知ってもらう 

 

市民参加、ステージに立つことで自分の生命を燃やし一緒に伝えるこ

とでより実感してもらえるようになる 

 

また、ステージを見た市民 1 人 1 人が、自分の命に感謝し、希望を持

ち元気になり、環境への意識も高まり配慮するようになることから、 

（うみこころを知ってもらうきっかけとなり、日々の情報発信、歌や

ダンスの発信をみてもらうことで、その想いが深まっていく） 

茅ヶ崎市全体が元気に、相手を思いやり自分を大切にできるようにな

り平和に豊かに持続可能なまちになる。 

自分から、茅ヶ崎から平和が世界に広がっていくと理解してもらえる 

事業の広報 

について 

（使用予定の媒体にチェック） 
■チラシ・ポスター      ■パンフレットなどの刊行物 
■ホームページ ■Facebook ■Twitter ■その他のＳＮＳ（instagram、
Youtube      ） 
■市の広報紙    ■市の広報掲示板        ■口頭にて伝達 
■その他（ 教育関係者や環境保護などの関係者にレターを送りご招待します ） 

 

・チラシやポスターの配架を考えているのは公民館（５館×２０部ずつ） 

コミュニティセンター（１１館×１０部ずつ） 

茅ヶ崎市民活動サポートセンター（５０部） 

・チラシは市の広報掲示板にも掲載を依頼します（１４６箇所） 

今後の展望 

について 

地球に優しく生きていくことが、環境を守り、そして自分の生命がつ

ながる生命だからこそ、相手もそうである大切な生命だと尊重しあ

い、平和な世界で調和して生きることができる世界になるというこ

と。それをパフォーマンスを通して想いをつて続けていけば少しずつ

世界は平和になる、と確信しています。たくさんの方に届き、まずは

自分、1 人 1 人から、という気持ちが広がっていくよう願っていま

す。 

今後は、茅ヶ崎、湘南から発信し、日本全国、世界へ活動していきた

いと思っています。そのために、知名度を上げること、協賛してくれ

る企業や人と出会うことを目指し、活動していこうと考えています。 

事業の実施体制 

について 

総括代表 １名 

会計 １名 

演出、振り付け ２名 

 

備考 「事業の実施体制について」欄は、市民活動ステップアップ支援補助金の交付を受けようとす

る団体は必ず記入してください。市民活動スタート支援補助金の交付を受けようとする団体は

任意で記入してください。 
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第４号様式（第７条関係）収支予算書 

 

収入 

科     目 金     額 内      訳 

事業収入 

 

 

 

 

 

 

 

補助金 

¥131,000 

 

 

 

 

 

 

 

¥100,000 

入場料 

大人 ¥1,000（125 人） 

未就学児〜高校生 無料（63

人） 

オンライン配信 ￥ 300（20 

人） 

 

 

合計 ¥231,000  

 

 

 

支出 

 

科     目 金     額 内      訳 

音楽制作委託料 

舞台背景委託料 

 

 

謝金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通費 

 

 

 

印刷製本費 

 

 

 

使用料・賃借料 

¥80,000 

¥20,000 

 

 

¥15,000（カメラ） 

 

 

¥6,000 （受付 2 名分） 

 

¥5,000（オンライン配信） 

 

¥50,000（ベビーシッター） 

 

 

 

 

 

 

¥4,000 

 

 

￥5,000 

¥2,280 

 

¥16,710 

¥9,830 

 

オリジナル音源作成依頼 
舞台背景絵画制作依頼 

 

 
当日のカメラ撮影（¥15,000×1 人

×１回） 

 
受 付 、 お 手 伝 い 等 へ の 謝 礼

（¥1,500×２H×１回×2名） 
オンライン配信お手伝い 
（¥5,000×1 人×1 回） 

 
リハーサル時と本番の出演者の託

児 
（￥5,000×2 家族×５回） 
※オンライン練習３回 
現地リハーサル１回 
本番 1 回 

 
駐車場代（現地へは車） 
当日とリハーサル日の駐車場代 

 

 
当日パンフレット（２００部） 
広告宣伝チラシ（1000 部） 

 
茅ヶ崎文化会館レンタル料 
（本番とリハーサル２日分） 
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使用料・賃借料 ¥2,060 

¥700 

 

 

¥5,900 

￥8,040 

¥480 

本番楽屋レンタル料 
（出演者、参加者用２部屋本番と

リハーサル２日分） 

 
プロジェクター使用料 
（背景に絵を映写） 
マイクレンタル料 
マイクスタンドレンタル料 

合計 ¥231,000  
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「みんなこの地球に生きる同じ命」 
～イロトリドリの命を大切に、平和を作る～ 

「まだ、人間は争うことをやめないの？」「まだわからないの？」 

わたしたちは元々、1つ　　全ては1つだった 
あなたとわたし　わたしとあなた 
この地球では別々のように見える　　でも本当は1つなんだ 

肌の色、言葉、顔、声　　好きなもの、嫌いなもの　　仕事、家族　　価値観 

私たちはこの地球で　「違い」を経験したかった 

だから、みんな違う色をしている 

遠くから見るとなんて鮮やかで綺麗な色たち　　 
1つ1つ違うから美しい　　 
1つ1つ違うから地球は輝いてるんだ 

この地球に生まれると決めたとき　 
1つからたくさんの命に別れて地球に降りていく 
地球では命を繋ぐことで生きることができる 
私たちが食べている魚も、肉も、野菜も全て生命 
生命を繋ぐことで私たちはこの地球に生きている 

あなたは誰？　 
あなたの命はどれだけたくさんの命を繋ぎ鼓動を鳴らしているの？ 

今ここに生きていることは当たり前なんかじゃない　 

奇跡の1つなんだ 

大きな大きな1つのエネルギーが無数の命にわかれ 
たくさんの色を放ちこの地球にやってくる 
あなたと私が今、ここで出会える確率なんて 
たくさんの雨粒からたった1つを見つけるくらい奇跡なんだ 

あなたと話せること　 
あなたと笑い合えること　 
あなたと苦しみを乗り越えること 
今、あなたと幸せを分かち合えること 

全ては奇跡の1つ 
だから色の違いを責めないで　価値観の違いを攻撃しないで　 
自分の考えを押し付けないで　自分を守るために誰かを攻撃しないで 

私たちはみんな、1人1人が存在している　ただそれだけで素晴らしいのだから 

あなたがいてくれるだけで嬉しいんだから 
地球に生まれてきてくれてありがとう　 
その美しい色を放ち、今、生きてくれてありがとう 

私たちは1つだった 
今、「違い」をもって生きているけど 
あなたはわたし　わたしはあなた　生まれてきてくれてありがとう 
ここにいてくれてありがとう 
あなたとして、生きてくれてありがとう
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第１号様式（第７条関係） 

 市民活動推進補助事業企画書 

令和5年 1月 12日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

所在地 　　　　　　　　　　

提出者 名称  ふるさとファーマーズ 

代表者氏名 代表理事 石井雅俊 

 団体の概要  別添市民活動団体概要書のとおり 

 事業の区分 
(5) 農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動

⑺ 環境の保全を図る事業

 事業の名称 広報紙の作成と発行 

 事業の概要 別添事業計画書のとおり 

 実施予定期間 令和5年 4月 1日から 令和6年 3月 31日まで 

 事業経費の配分及 
 び経費の使用方法 

別添収支予算書のとおり 

備考 １ 「事業の区分」欄には、第５条各号に掲げる事業のうち該当するものを記入してください。 

２ この企画書には、次の書類を添付してください。 

(1) 定款又は規約、会則その他これらに準ずるもの

(2) 構成員の名簿

(3) その他市長が必要と認める書類
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第２号様式（第７条関係） 

市民活動団体概要書 

名称 ふるさとファーマーズ 

連絡先 

設立年月日 2021年 5月 1日 

構成員数 

9人（うち役員 4人） 

市内在住（在勤及び在学を含む。）者 5人 

その他     4人 

情報の公開の方法 

■ ホームページへの掲載 https://furusatofarmers.wixsite.com/mysite

■Instagram https://www.instagram.com/furusatofarmers/

■Facebook https://m.facebook.com/furusatofarmers/

設立の経緯 

環境問題や食糧の多くを海外からの輸入に頼っている日本の現状を、茅ヶ

崎市から変えていきたいという思いで設立した。そのためには国産の食べ

物を国民が食べる割合を増やすことが重要であると考えている。上記を実

現するために団体で畑の運営に取り組み、SNS等で情報発信を開始した。 

活動の目的 

食糧自給率の向上、気候変動への具体的な対策など、戦争や災害等の万が

一の事態に対処するために「地産地消」という考え方の浸透を目指す。ま

ずは畑に立ち、共感できる人を増やすことで環境保全の意識、食料自給率

の向上に貢献していく。 

主な活動内容 

・農作物の生産および販売

・農業体験ボランティア受け入れ

・企業労働組合とのパートナーシップ

・里山保全活動

年間決算額 323,201円 

補助金の状況 

団体名：かわさき市民活動センター 
補助金の交付を受けた年度：2021年、2022年 
補助金の名称：かわさき市民公益活動助成金 

備 考 １ 「 情 報 の 公 開 の 方 法 」 欄 は 、 該 当 す る □ に レ 印 を 記 入 し て く だ さ い 。 

２  「 補 助 金 の 状 況 」 欄 は 、 過 去 ５ 年 以 内 に 茅 ヶ 崎 市 そ の 他 の 団 体 か ら 補 助 金 を 受 け て い 
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第３号様式（第７条関係） 
 
 

事 業 計 画 書 

実施する事業 

について 

 環境の問題や農業の大切さ、畑や地域での活動等を広報するために

広報紙発行を行う。 
（内容） 
 ふるさとファーマーズ（以下当団体）の活動報告や今後のイベント

告知していく。紙面を通して茅ケ崎市民の皆様に農業や環境、食等に

関する社会問題について発信しながら興味を持っていただき、当団体

が社会問題に対してどのように取り組んでいるのかを発信、実際に茅

ケ崎里山公園に隣接している畑に来ていただき、自給率や農業、環境

の大切さなど、農作業を通して学ぶ場を提供。行動に移してもらうき

っかけづくりを行う。また、環境にもっとも配慮した栽培方法、不耕

起栽培農家さん八一農園さん（茅ケ崎市芹沢）や藍染工房 saiai sutudio
さん（茅ケ崎市芹沢）などにもご協力いただき、ふるさとファーマー

ズ以外の、農から環境問題を考える取り組みなどもインタビュー。 
 
 当団体の活動内容や理念に共感してもらえる個人や団体に援農ボラ

ンティアに参加してもらいメンバーの加入に繋げ、畑の活動量を向上

していく。また今後企業や他団体とも提携し、野菜やイベントの提供

を拡散していく予定である。 

事業の背景 

について 

 農林水産省が発表したデータによると、日本の食料自給率は 1965
年には 73％だが、食の欧米化や農家の担い手不足により年々下降して

いき、2019 年度はカロリーベースで 38%となっている。つまり 55 年

間で 34％も下落したことになる。昨今のコロナ禍で、一時期、ロシア

をはじめ十数か国からの食品輸入がストップしてしまい、自給率が特

に低い小麦(12%)関連の商品が軒並みスーパーから姿を消すという事

例が起きたこともあり、日本の食の脆弱性を危惧している。今後再び

コロナのようなパンデミックや、大きな災害、戦争などが起きた場合、

海外諸国は食品輸出を制限し、その結果、日本国民の 62％が飢えてし

まうというデータもある。また気候変動がこのまま進んでいくと、６

０年後には表土消失との国連発表もあり、予測のできない事態や問題

に対処するため、今からでも出来ることは何かを発信し、畑を通して

社会問題の解決に取り組む。 

事業の目的や効果 

について 

 タキイ種苗のデータによると日本人の半数が家庭菜園の経験者であ

り、実施していない群でも 4 割が意欲的であるという結果が出ている。

しかし農家高齢化により活用困難な農地の面積は徐々に増えている

が、未経験者が畑を持って取り組むことのハードルは高いと感じられ

ているのが現状である。茅ケ崎市の活用困難農地の解消や畑を通じて

農業に関する茅ケ崎市内の社会問題や環境問題への認知や周知に繋げ

ていく。また当団体の取り組みを認知してもらい、市内の地産地消の

考えを浸透してもらい、茅ヶ崎市内で生産された食糧の消費量向上に

貢献する。 

事業の広報 

について 

（使用予定の媒体にチェック） 
□チラシ・ポスター      ☑パンフレットなどの刊行物 
☑ホームページ ☑Facebook ☑Twitter ☑その他のＳＮＳ（インスタグラム） 
☑市の広報紙    ☑市の広報掲示板        ☑口頭にて伝達 
☑その他（茅ケ崎養護学校、鶴嶺高等学校、茅ケ崎里山公園、南湖ハウス、みんなの家、
しゃぶしゃぶ BAR菩提、パンテラネグラなど） 
・刊行物の配架を考えているのは、市役所や公民館、コミュニティー

センター、ちがさき市民活動サポートセンターです。 
・必要に応じて、企業や個人にも刊行物の配布を依頼して、活動の認

知を広げていきます。 
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今後の展望 

について 

2 年後を目処に、茅ヶ崎市の食や農業、自給率や環境問題について考

える場としてのモデルケースを構築します。茅ヶ崎市は、多くの農産

物が生産されているにも関わらず、スーパーに置かれている食糧は外

国産のものが多いというのが現状です。この状況を改善すべく「茅ヶ

崎の野菜を食べよう！」と幅広く呼びかけるほか、また、1980 年から

現在までに、市内の農業従事者は 20 万人も減少している上に、農業従

事者の 70%が 65 歳以上であるというデータが発表されました。一人

でも多くの茅ヶ崎市内の若者たちに農業や第一次産業に注目してもら

うため、SNS や HP を使った情報発信をするほか、「楽しく、美味し

く」をテーマにしたイベントを企画し。私たちの活動の認知度を高め

ていきます。4 年後には活動を関東の一都六県に、ゆくゆくは全国に

まで広げ、日本の食料自給率の向上を目指します。また、これらの活

動により雇用が創出されるため、地方活性化にも繋がり、都市部に密

集して人口を分散させることも可能となります。 

事業の実施体制 

について 

代表 1 名 
副代表 2 名 
広報担当者     1 名 

備考 「事業の実施体制について」欄は、市民活動ステップアップ支援補助金の交付を受けようとす

る団体は必ず記入してください。市民活動スタート支援補助金の交付を受けようとする団体は

任意で記入してください。 
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第４号様式（第７条関係） 

 
収支予算書 

 
収入 

科     目 金     額 内      訳 

１団体収入 

 

 

２補助金収入 

14,240 

 

 

100,000 

団体活動費より充当 

 

 

市民活動げんき基金補助 

合計 
114,240  

 
 
支出 

科     目 金     額 内      訳 

１印刷製本費 
 
 
2 交通費 

99,840 

 

14,400 

★広報紙 14,000部 

●年４回発行 

●タブロイド紙 

往復\900×4回×4人分の交通

費（中島～畑のある芹沢入り口

まで） 

合計 
114,240  

＊物品購入に際し、品質形状が変わることなく、比較的長期間（概ね１年以上）使用、保全でき
るものの内、1 万円以上のものを購入する場合は、見積書に相当する資料と、購入する物品の使
用目的や必要性等を記載した書類を提出してください。 
 
備考１ 示された支出科目は、必要に応じて削除もしくは名称を修正することができます。 

また、示された支出科目以外に必要な科目があれば、追加することができます。 
 備考２ 内訳のうち、自団体のＰＲに係る経費については頭に★を付けてください。 
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広告掲載のお申し込み・お問い合わせは秘書広報課へ

 防災行政用無線の電話応答サービス　放送内容を電話応答サービス☎(82）5555で確認できます。 【防災対策課危機管理担当】

1/14（土）～1/22（日）9 日間

選択方式
.5

　旅券法が改正され、３月27日からパスポートの手続きが変わります。

パスポートに関する内容は県パスポートセンターへお問い合わせくださ

い。

問合 県パスポートセンター☎０４５（２２２）００２２

主な変更点

3月27日（月）から開始

パスポート手続き変更のお知らせ
市民課戸籍住民担当

手続き 変更前 変更後

査証欄の追加
査証欄増補申請で

４０ページ追加

査証欄増補制度を廃止。 有効期間が元

の旅券と同じ新旅券を発行できる

未交付の旅券の

発行手数料

旅券の発行後、 申請者が６か月以内に受領せずに旅券を失効

した場合

手数料なし
失効後５年以内に再度一般旅券を申請

した場合、 別途手数料を加算

新規申請時の

戸籍謄本等提出

戸籍謄本

または戸籍抄本
戸籍謄本のみ

市民の活動だより　

ちがさき市民活動サポートセンター

☎（88)7546

活動日  水・木・金・土・日曜日いずれも９時～１７時

場所  茅ケ崎里山公園に隣接した畑

問合 furusatofarmers@gmail.com

　農薬や化学肥料を使用しない安全で環

境に優しい作物を誰もが食べられる世の

中を目指して活動しています。 環境や食

への理解を深め、生産者と消費者の架け

橋となるべく取り組んでいます。

ふるさとファーマーズ

不耕起栽培の畑で初めての農
作業

　茅ケ崎里山公園に隣接した畑で、持続可能な農業・食の観点から、無農薬

で堆肥も使用せず、雑草も抜かない不
ふ

耕
こう

起
き

栽培の畑づくりをしています。

年齢や障がいの有無などに関わらず、すべての方を受け入れ、種まき、作物

管理、収穫などの体験の場を提供し、農業の大切さや環境配慮の必要性を

伝えています。 土に触れることで心が豊かになり、食や自然環境を身近に

感じます。 楽しくおいしく、環境にやさしい農作業を一緒にやりませんか。

環境や農業のことを自分事に

石井 雅俊代表団体 HP

まずはメタボに該当するかチェック
生活習慣を見直して、メタボを予防・改善

特定保健指導

簡単チェック＆生活習慣の改善

新年から脱メタボを目指そう
保険年金課給付担当

　メタボリックシンドローム（メタボ）とは、過剰な内臓脂肪が原

因で心筋梗塞や脳卒中、糖尿病など生活習慣病の危険性が高

い状態のことです。 新しい年を迎える今こそ、生活習慣を見直

して脱メタボを目指しませんか。

❶今の生活習慣を振り返ろう

食生活や運動習慣、 睡眠時間、 喫煙の有無など

❷なりたい自分をイメージしよう

ワンサイズダウンした服を着たい、 友人に褒められたいなど

❸できることから少しずつ取り組もう

（食事）□ ゆっくりかんで腹八分目に　□ 野菜 ・ 海藻 ・ きのこ類を毎食摂る

　　　 　□ よりカロリーの低い食品を選ぶ ※ 7面で「栄養教室」の参加者募集

（運動）□ 今より10分多く体を動かす　□ 今の歩幅を５～１０㎝広げて歩く

　　　 　□ 筋トレで代謝を上げ、 太りにくい体をつくる

①に該当

判定スタート

②～④のうち2つ以上該当

②～④のうち1つ該当

メタボ
STEP2へ

メタボ予備軍
STEP2へこのまま健康維持

項目 基準値

①腹囲が基準値以上 男性８５ｃｍ以上、女性９０ｃｍ以上

②血圧が高め
収縮期血圧130mmHg以上、または拡張期

血圧85mmHg以上

③血糖値が高め 空腹時血糖110mg/dL以上

④中性脂肪が高め（または善玉コレ

ステロールが低め）

中性脂肪150mg/dL以上、またはHDLコレ

ステロール40mg/dL未満

いいえ いいえ

いいえ

はい

はい

はい

　国民健康保険加入の方には、 特定健康診査の結果に

応じて対象者に特定保健指導通知を送っています。 専

門職のサポートでメタボ対策に取り組みましょう。

特定保健指導通知が届いたら

44 |　CHIGASAKI　 No.1174
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第１号様式（第７条関係） 
 

 市民活動推進補助事業企画書 

 

                                 2022年 1月  日 

 

  （あて先）茅ヶ崎市長 

 

                          所在地  

提出者 一般社団法人 リトルハブホーム 

代表者氏名  代表理事 岩崎愛         

 

  次のとおり事業を企画したので、関係書類を添えて提出します。 

 

 団体の概要  別添市民活動団体概要書のとおり 

 事業の区分 社会教育の推進を図る事業 

 事業の名称 
ボランティア養成講座〜子どもの現状と課題、子どもに対するコミュニケー

ションを学ぶ連続講座〜 

 事業の概要 別添事業計画書のとおり 

 実施予定期間    令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで 

 事業経費の配分及 

 び経費の使用方法 
別添収支予算書のとおり 

 

 

備考 １ 「事業の区分」欄には、第５条各号に掲げる事業のうち該当するものを記入してください。 

   ２ この企画書には、次の書類を添付してください。 

(1) 定款又は規約、会則その他これらに準ずるもの 

(2) 構成員の名簿 

(3) その他市長が必要と認める書類 
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第２号様式（第７条関係） 

市民活動団体概要書 

名称 一般社団法人 リトルハブホーム  

連絡先  

設立年月日 2022年 4月 20日 

構成員数 

     ３人（うち役員  3 人） 

市内在住（在勤及び在学を含む。）者   ２  人 

その他    １ 人 

情報の公開の方法 

 ホームページへの掲載 

 その他の方法（茅ヶ崎市民活動団体ガイドブックに掲載・Facebook                      

Instagram） 

設立の経緯 

子どもシェルター、児童養護施設、教職での勤務経験を持つスタッフが、児

童虐待をはじめ、子どもが育つ環境に関する課題が深刻化していることを痛

感。コロナ禍で社会的孤立がさらに深まる中で、貧困、虐待など様々な背景

を持つ子どもや家庭が安心して育ち合う場を実現することを目的とし、茅ヶ

崎で居場所を提供するべく設立に至った。 

活動の目的 

様々な背景を持つ子どもたちや家庭が地域の中で安心して育ち合う場を実現

することを目的としています。（「様々な背景を持つ子どもたちや家庭」と

は、児童養護施設や里親家庭・養子縁組家庭の子ども、ユース(児童養護施

設や里親家庭・養子縁組家庭の経験者)、貧困家庭の子どもなど支援を必要

とする家庭、社会的に孤立しやすい家庭、登校拒否、引きこもり、障がい児

のことをいう。） 

主な活動内容 

1.地域の繋がりを促進する交流の場、居場所の提供 

2.児童養護施設や里親家庭・養子縁組家庭の子ども、ユース(児童養護 

施設や里親家庭・養子縁組家庭の経験者)の居場所の提供及び相談事業、 

他機関連携 

3. 貧困家庭の子どもなど支援を必要とする家庭、社会的に孤立しやす 

い家庭、登校拒否、引きこもり、発達障害などの障がい児及びその親の 

居場所の提供及び相談事業、他機関連携 

4.緊急保護、ショートステイなどの宿泊の提供及び子どもサポーター 

育成の実施 

5.様々な背景を持つ子どもたちの現状を知らせるための勉強会、イベン 

トの企画運営及び開催 

7.その他前条の目的を達成するため必要な事業 

年間決算額            

補助金の状況 

団体名：茅ヶ崎市海岸地区社会福祉協議会 

補助金の交付を受けた年度：2022 年度 

補助金の名称：サロン運営費 
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第３号様式（第７条関係） 

 

 

事 業 計 画 書 

実施する事業 

について 

ボランティア養成講座〜子どもの現状と課題、子どもに対するコミュニ

ケーションを学ぶ連続講座〜 

子どもの現状に関心のある地域住民、学生、ボランティアに興味のある

方に対して実施することで、地域で課題認識を共有し、スキルを身につけ

る講座を展開する。子どもへの関わり方やコミュニケーションスキル、傾

聴講座や子どもの人権に関わる知識、体験型のグループワークを実施。 

【具体的な実施内容】 

子どもの現状・児童虐待と社会的養護の課題を学ぶ講座、子どもに対す

るコミュニュケーションスキルを学ぶ連続講座（１ヶ月に２回を年間３回

実施） 

（日程） ４月、8 月、11 月以降 平日又は土曜 午後２時間程度を予

定（2 回連続講座×年間 3 回の実施） 

（場所） みんなの家（団体活動拠点の一軒家古民家） 

住所：茅ヶ崎市東海岸南 2-1-15 

（内容） 

①子どもの現状・児童虐待と社会的養護に関する課題を学ぶ講座（井上

仁さん（元大学講師、社会的養護の現場経験者）、その他） 

②子どもと対話するコミュニケーション講座（傾聴講座など） 

（想定講師）精神保健福祉士、NVC 認定資格者、CAP 講師、元大学講師、

社会的養護の現場経験者など 

（対象） 市内の関心のある方 各回１0 名まで【事前予約制】 

（費用） ２回連続講座 500 円 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

各回、間隔を持った席を配置するとともに、30 分ごとに換気を行い、3

密を回避します。参加者は事前に把握し、マスクの着用とアルコール手指

消毒を呼びかけます。 

事業の背景 

について 

子育て家庭の貧困や児童虐待など子どもの発育環境をとりまく課題は

年々深刻化している。その一方で、子どもと子育て家庭の孤立が深まって

いる。貧困・引きこもり・子育てのストレスといった困りごとが家庭の中

に押し込められ、より一層社会からは見えづらくなっているのではないだ

ろうか。 

こうした背景のもとに、国の施策では令和４年６月に子どもの権利を包括

的に保障する子ども基本法が成立し、令和 5 年４月より施行される。また、

それと同時に、児童福祉法が改正され、これまでの児童相談所を中心とし

た「なにかが起きてから対処する」支援から、児童等に対する家庭及び養
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育環境、子育て世代の負担軽減などから「日常的かつ包括的」な支援へと

大きく舵がとられてきている。法整備や行政機関の見直しが進む中で、市

民生活に最も近い地域こそがその最初の担い手となる必要があると考え

る。 

しかし現実には、茅ヶ崎市でも要支援家庭や困窮家庭など見えない子ども

たちが存在しているものの、地域レベルで見守る体制を構築することは難

しい。地域の住民にとって子どもの課題は一般的に認知度が低く、学ぶ機

会や関わる場が少ない。あるいは、子どもの現状や課題や子どもへの関わ

り方に関心はあるが、自分が何をすればいいのか分からないという声も聞

こえてくる。したがって、子どもをめぐる課題に対して関心のある地域住

民に対して、体験型などの連続講座を実施し、子どもや纏わる地域社会の

課題を身近に感じる機会を提供する。 

事業の目的や効果 

について 

事業を実施することで、参加者の行動変容を促し、自分でも役に立てると

いう実感を持てるようにすること。また、地域に貢献する一歩を踏み出せ

る学びや経験のできる場を用意することで、市民性を持ち、子どもたちや

地域の力になれるステップとなる。 

その結果として、当団体の内外において受講者がボランティアとして活動

に参加することで、子どもの課題解決に向けた事業従事者の増大を目指

す。年間当該事業を通して、最大３０名程度の潜在ボランティアの創出を

目指す。 

事業の広報 

について 

（使用予定の媒体にチェック） 
■チラシ・ポスター      ■パンフレットなどの刊行物 
■ ホ ー ム ペ ー ジ  ■ Facebook  □ Twitter  ■ そ の 他 の Ｓ Ｎ Ｓ
（Instagram      ） 
■市の広報紙    ■市の広報掲示板        ■口頭にて伝達 
■その他（茅ヶ崎市海岸地区回覧板掲示板、近隣店舗〈いずれも広報実績
有〉） 
 
・チラシやポスターの配架、公民館（５館×２０部ずつ）、コミュニティ
ーセンター（１１館×１０部ずつ）、ちがさき市民活動サポートセンター
（20 部）、ポスティングなど 
・チラシは市の広報掲示版にも掲載を依頼予定。（１４６箇所）。 

今後の展望 

について 

【運営費用面】賛助会員等の会費を団体の主な自主財源とする。継続方法

としては、関心を持って支援してくれる方々の積み重ねに加え、情報発

信・法人全体としての他団体との共同イベントの開催によって、賛助会員

や団体会員増加を見込む。４月の法人化から一軒家プレオープン期間であ

る現在までで月額 1,000 円 4 人、月額 8,000 円１人、月額 20,000 円１

人、月額 50,000 円１人、年会費 3,000 円賛助会員 1 人が入会中、月額

当たりの会費 82,250 円 8 人を確保（12 月 5 日現在の実績で個別寄付除

く）。さらに来期は活動が本格化する中で、来期末（R6.3.31）時点で

150,000 円程度まで増やすことで、毎月の安定した自主財源を固定費に

充当し運営の安定性確保することを目指す。 

【R6 以降の展望】当事業にて創出したボランティアを R6 以降の活動の
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コアボランティアとして、当法人の他事業（1.おむすび寺子屋 2.こども

おとな食堂 3.赤ちゃん子育て広場）への流入を図る。また、参加者には

賛助会員の紹介、facebook、instagram など SNS のフォローや、メール

等での継続的な情報発信を実施することで、R6 以降も課題関心を継続し

てもっていただき、イベント等への参加を促す。 

【長期展望】学ぶ機会やスキルを持った地域住民が増えることで、子ども

や家庭が安心して育ち合う場を、地域のいろんな拠点で提供していくこと

ができる。リトルハブホームの拠点である”みんなの家”に限らず、参加さ

れた方が地域で活動できる学びとなる機会を提供し、継続的に開催するこ

とで、一人ひとりの意識や行動変容となり、街全体が有機的に循環する場

を提供していく。時に学びの機会をより多くの方に提供できるよう、動画

配信なども検討し、より広く問題提起ができる土壌を整える。 

事業の実施体制 

について 

総括：代表理事１人 

会計：１人 

広報：（チラシ・パンフレット・SNS 等の運営）理事２人、ボランティ

ア 

講演者：精神保健福祉士、NVC 認定資格者、CAP 講師、元大学講師、社

会的養護の現場経験者など 

実施人員：法人理事、ボランティア 

広報・実施協力者：松下政経塾など外部機関と連携した広報を実施。 

連携先：子ども関係団体、地域自治会、中間支援団体、市担当課 

備考 「事業の実施体制について」欄は、市民活動ステップアップ支援補助金の交付を受けようとす

る団体は必ず記入してください。市民活動スタート支援補助金の交付を受けようとする団体は

任意で記入してください。 
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第４号様式（第７条関係）

収支予算書

収入

科　　　目 金　　　額 内　　　訳

１　事業収入 15,000 参加者負担費用（資料代）
500円×10人×3回

２　寄附金収入 291 団体への寄付から充当

３　補助金収入 100,000 市民活動推進補助制度

合　　　計 ￥115,291 

支出

科　　　目 金　　　額 内　　　訳

１　賃金（会員外） 12,000
ボランティア謝礼
1回1,000円×2名×2回×年3回

２　謝金 72,000
講師謝礼
1回12,000円×1名×2回×年3回

３　物品費 13,256

ホワイトボードシート（150cm×90cm）5860円
ホワイトボードマーカー（４色イレイザー付き）698円
画用紙用水性マーカー（８色セット）823円　　フェイスシールド10個セット
2465円　除菌シート110円×6　A4バインダー1320円（110円×12個）文房具類
1430円(養生テープ２つ、ラミネート、クリップ、ホチキス、筆記用具セット
など）

4　印刷製本費 14,285
講座資料印刷代（Ａ４コピー用紙（500枚1束）550円）、イン
ク代（2,365円）A4配布用チラシ　1000部　3,790円×3回分

５　保険料 3,750 NPO活動総合保険　

合　　　計 ￥115,291  

＊物品購入に際し、品質形状が変わることなく、比較的長期間（概ね１年以上）使用、保全でき
るものの内、1万円以上のものを購入する場合は、見積書に相当する資料と、購入する物品の使
用目的や必要性等を記載した書類を提出してください。
備考１　示された支出科目は、必要に応じて削除もしくは名称を修正することができま
す。
　　　　　また、示された支出科目以外に必要な科目があれば、追加することができま
備考２　内訳のうち、自団体のＰＲに係る経費については頭に★を付けてください。
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第１号様式（第７条関係） 
 

 市民活動推進補助事業企画書 

 

                                 令和5年1月10日 

 

  （あて先）茅ヶ崎市長 様 

 

所在地  

提出者 名称 茅ヶ崎純水館研究会 

代表者氏名 会長 日下部雅彦    

        

 

  次のとおり事業を企画したので、関係書類を添えて提出します。 

 団体の概要  別添市民活動団体概要書のとおり 

 事業の区分 
(2) 社会教育の推進を図る事業 
(6) 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る事業 

 事業の名称  純水館文化を茅ヶ崎市民に発信 ～茅ヶ崎って素晴らしい！～ 

 事業の概要 別添事業計画書のとおり 

 実施予定期間   令和5年4月1日から令和6年3月31日まで 

 事業経費の配分及 

 び経費の使用方法 
別添収支予算書のとおり 

 

備考 １ 「事業の区分」欄には、第５条各号に掲げる事業のうち該当するものを記入してください。 

   ２ この企画書には、次の書類を添付してください。 

(1) 定款又は規約、会則その他これらに準ずるもの 

(2) 構成員の名簿 

(3) その他市長が必要と認める書類 
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第２号様式（第７条関係） 

 

市民活動団体概要書 

名称  茅ヶ崎純水館研究会 

連絡先  

設立年月日  2022年1月16日 

構成員数 

 30人（うち役員6人） 

市内在住（在勤及び在学を含む。）者 29人 

情報の公開の方法 
✔ホームページへの掲載 

✔その他の方法（茅ヶ崎市民活動団体ガイドブックに掲載） 

設立の経緯 

一昨年10月に茅ヶ崎市民文化会館で「ちがさき丸ごとふるさと発見博物

館友の会」主催の純水館に関する講演会があり、大勢の市民の皆さんが集

まりました。講師は、本研究会設立前の現事務局長が担当しました。この

講演会で、地域の歴史に興味を持っている方、特に歴史に埋もれてしまっ

た純水館について知りたい方々が沢山いることを知りました。この講演会

をきっかけに、純水館に特化した研究会を立ち上げ、研究会主催の講座、

講演会を行なえるように組織化をしました。現在は会員30名で活動をして

います。茅ヶ崎市民に広く私たちの活動を知っていただくためには広報活

動が必須です。茅ヶ崎市教育委員会社会教育課、南湖公民館と連携して活

動することになりました。 

活動の目的 

会則 第3条（目的） 

 本会は、「純水館茅ヶ崎製糸所」に関する学習、発信、記録、保存を通して、

会員および茅ヶ崎市民に地域を愛する心（「郷土愛」）を醸成することを目的

とする。 

主な活動内容 

会則 第4条（活動） 

 本会は、前条の目的を達成するために次の活動を行う。 

（１）「純水館茅ヶ崎製糸所」に関する学習会の開催 

（２）茅ヶ崎市民を対象とした「純水館茅ヶ崎製糸所」に関する講演会の開催 

（３）「純水館茅ヶ崎製糸所」に関する記録の公共施設への寄贈 

（４）会員相互の親睦 

年間決算額  － 円 

補助金の状況 なし 

備 考 １ 「 情 報 の 公 開 の 方 法 」 欄 は 、 該 当 す る □ に レ 印 を 記 入 し て く だ さ い 。 

２  「 補 助 金 の 状 況 」 欄 は 、 過 去 ５ 年 以 内 に 茅 ヶ 崎 市 そ の 他 の 団 体 か ら 補 助 金 を 受 け て い 

る 場 合 に 、 団 体 名 、 補 助 金 の 交 付 を 受 け た 年 度 及 び 補 助 金 の 名 称 を 記 入 し て く だ さ い 。 
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第３号様式（第７条関係） 

 

事 業 計 画 書 

実施する事業 

について 

研究集録の発行 

 「純水館・房全・敬三・藤村」学び講座の記録、研究会活動の記録、

純水館に関する調査・研究の成果を冊子としてまとめ、令和 6 年 3 月

に発行する。 

 

研究集録の特長 

①「純水館文化」研究の最新成果を収めた冊子 

 関係者聞き取り調査、研究者の講演録、研究論文、研究資料等 

②未公開実物資料の掲載（所有者の了解済み） 

③小山敬三画伯絵画の掲載（所有者、著作権者の了解済み） 

④純水館研究の入門書、専門書としての冊子 

 入門書：カラーの写真、資料、絵画を解説付きで掲載して興味・関

心を高める工夫をする。 

 専門書：聞き取り調査、論文、参考文献等の資料掲載により、更に

研究を進めたい方への足掛かりとなるようにする。 

⑤冊子の表紙、裏表紙のイラストを森上義孝氏（画家、純水館研究会

員）が担当する。 

 

研究集録の内容構成 

第 1 部（カラー版） 

 資料写真、関係写真、小山敬三画伯未公開、公開絵画等 

第 2 部（白黒・資料編） 

 聞き取り調査、「純水館・房全・敬三・藤村」学び講座の記録、研究

論文、小山房全（純水館館長）親族系図、小山房全関係者解説、純水

館関連年表、純水館研究参考文献一覧、純水館研究会の活動記録等 

第 3 部（カラー版） 

 タウンニュース連載コラム（タウンニュース社から了解済み） 

 実際の記事よりも拡大して読みやすくする。 

  

 研究集録は市内の図書館、公民館、博物館、美術館、茅ヶ崎ゆかり

の人物館等の公共施設と近隣市町の図書館、長野県小諸市の小山敬三

美術館、図書館等に寄贈する。また、純水館関係者、研究協力者、純

水館研究会員の他、一般市民へも無料で配付する。一般市民への配付

情報は、公共施設でのチラシ配架や講演会でのチラシ配付により、広

く一般市民へ周知する。 

 

編集会議 

 編集会議は、随時、ちがさき市民活動サポートセンターで編集委員

が行う。 

 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

研究集録の編集会議は、使用する会場のコロナ感染対策に従って活

動をし、短時間で会議を終らせます。また、編集委員は体温チェック、

マスクの着用に努めます。 

事業の背景 

について 

100 年程前、大正 6 年に茅ヶ崎に純水館茅ヶ崎製糸所が開業しま

した。製糸所とは生糸を生産する工場です。日本一の品質を誇り、

世界屈指の繰糸技術でアメリカへも生糸を輸出していました。純水

館は茅ヶ崎町の発展に貢献するだけではなく、様々な社会教育活動

を行い、小山房全館長義弟の小山敬三画伯（文化勲章受章者、茅ヶ

崎名誉市民）が南湖で絵画の創作活動を行ないました。小山家と島

崎藤村との関係も深いです。しかし、昭和 12 年の廃業とともに純

水館は歴史のなかに埋もれ、市民に忘れ去られていきました。素晴

らしい「茅ヶ崎の宝物」である純水館および純水館文化を広く茅ヶ
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崎市民に知っていただくために研究会を設立し、活動を始めまし

た。 

「純水館・房全・敬三・藤村」学び講座を定期的に開催して茅ヶ崎

市民への発信活動を行うともに、研究集録を作成し、現在および後世

の茅ヶ崎市民へも純水館および純水館文化を伝えることにしました。 

事業の目的や効果 

について 

本事業の目的は茅ヶ崎市民の皆さんに「郷土愛」を持っていただく

ことです。「郷土茅ヶ崎に誇りを持ち、より茅ヶ崎を好きになって欲し

い」と考えています。茅ヶ崎には、市民が自慢できる素晴らしい宝物

（文化）がいくつもあります。その自慢できる、誇りを持てる茅ヶ崎

の宝物（文化）に「純水館文化」を加えることができたら良いと思い

ます。 

私たちの様々な活動と調査・研究成果を研究集録に残すことで、「純

水館文化」を現在および後世の茅ヶ崎市民に知っていただくことがで

きます。図書館等の公共施設への研究集録の寄贈により、「純水館文

化」に興味を持った市民がより純水館を知る手掛かりになります。研

究会員や市民に研究集録を配付することで、入手した人の学びが深ま

るだけでなく、その人から他の人へ直接「純水館文化」を伝える資料、

材料として、発信に広がりを持たせることができます。 

加えて、純水館研究会員は茅ヶ崎の他の歴史研究団体（「茅ヶ崎郷土

会」「ちがさき丸ごとふるさと発見博物館の会」「ちがさき丸ごとふる

さと発見博物館友の会」「茅ヶ崎稲門会郷土史同好会」）にも所属して

いる会員が多いです。うち 2 名は「茅ヶ崎郷土会」「ちがさき丸ごとふ

るさと発見博物館の会」の会長を務めています。茅ヶ崎市史の専門家

もいます。これらにより、純水館研究会以外の研究会の場、講演会や

学習会の場でも研究集録を題材にしていただくことで、さらに活用の

幅が広がります。 

研究集録を作成することは、「純水館文化」を形あるものにすること

です。冊子にすることで、現在および将来にわたっての発信手段とし

て活用することが可能になります。これが本事業の最大の効果です。 

そして、「茅ヶ崎って素晴らしい！」（本事業の名称・副題）と思え

る市民が増えれば、本事業の目的の達成に近づけると考えています。 

事業の広報 

について 

（使用予定の媒体にチェック） 
■チラシ・ポスター      □パンフレットなどの刊行物 
■ホームページ □Facebook ■Twitter □その他のＳＮＳ（      ） 
□市の広報紙    □市の広報掲示板        ■口頭にて伝達 

■その他（タウンニュース） 

 

ホームページを随時更新して、研究会活動を発信しています。

Twitter でも発信活動をしています。研究会が主催する講座や他の団

体、茅ヶ崎市からの依頼による講演会では、参加者への直接の呼びか

けやチラシ配付等の広報ができます。研究集録の配付を周知するため

に、チラシを市内公共施設 17 か所に配架し、講演会でも配付します。

研究会活動に関してタウンニュース社さんにご理解、ご協力をいただ

きコラムを連載していますので、紙面でも発信が可能です。研究集録

に関する広報は、これらの媒体を利用します。 

今後の展望 

について 

来年 3 月で活動を一区切りにする規約が承認されています。昨年 1

月の設立から 1 年が経過して研究会活動に大きな手応えを感じていま

す。来年度（令和 5 年度）1 年間活動するなかで、令和 6 年度以降の

研究会活動を模索します。研究会主催の講座、講演会以外に、茅ヶ崎

市の公共施設や市民団体からも講座や講演会の要請が増えて来まし

た。茅ヶ崎市博物館からも「純水館文化」に関する展示について打診

されています。子ども、親子対象の講座や講演会の開催も考えていま

す。これらの活動を純水館研究会の活動として展開します。現在はタ

ウンニュース茅ヶ崎版に純水館コラムを連載し、「純水館文化」を市民

へ発信する場をタウンニュース社さんから提供していただいていま

す。出来るだけ長期の連載になるように努めます。今後も、新たに広

く発信できる場を見つけていきます。 

また、「純水館文化」に関する新たな資料の発見・収集に努め、調査・
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研究活動をさらに進めます。この研究成果を踏まえて、最新の「純水

館文化」を市民へ発信します。 

それらを記録、保存することで、現在の茅ヶ崎市民に発信する活動、

後世の茅ヶ崎市民に伝える事業を継続します。 

事業の実施体制 

について 

 

備考 「事業の実施体制について」欄は、市民活動ステップアップ支援補助金の交付を受けようとす

る団体は必ず記入してください。市民活動スタート支援補助金の交付を受けようとする団体は

任意で記入してください。 
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第４号様式（第７条関係）

収入

金　　　額 内　　　訳

1 団体収入 12,655 「茅ヶ崎純水館研究会」にて負担（会員による年会費より充当）

2 補助金収入 100,000 市民活動推進補助制度

112,655

支出

金　　　額 内　　　訳

1 印刷製本費 104,500 1,045円×100冊（税込）

2 通信運搬費 3,700 遠方送付用レターパックライト　370円×10個

封筒代 1,540
研究集録、案内文を入れる封筒70枚　1袋5枚入り×１４　（税
込）　会員分以外に使用

用紙代 550 配布案内、チラシ用Ａ４コピー用紙　500枚1束　 （税込）

プリンターインク代 2,365
配布案内、チラシ印刷用エプソン純正インク　ＹＥＤ－ＢＫ　（税
込）

合　　　計 112,655

茅ヶ崎純水館研究会　研究集録作成事業

3
物
品
費

収支予算書

＊物品購入に際し、品質形状が変わることなく、比較的長期間（概ね１年以上）使用、保全できるもの
の内、1万円以上のものを購入する場合は、見積書に相当する資料と、購入する物品の使用目的や必要性
等を記載した書類を提出してください。

備考１　示された支出科目は、必要に応じて削除もしくは名称を修正することができます。
　　　　　また、示された支出科目以外に必要な科目があれば、追加することができます。

備考２　内訳のうち、自団体のＰＲに係る経費については頭に★を付けてください。

合　　　計

科　　　目

科　　　目
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補足資料 「茅ヶ崎純水館研究会」 

 

来年度（令和 5年度）の活動計画 

１「純水館・房全・敬三・藤村」学び講座 

 基本的には、偶数月の第 3日曜日、南湖公民館で開催する。研究会単独開催の講座と茅ヶ

崎市社会教育課（ちがさき丸ごとふるさと発見博物館）、南湖公民館との共催講座がある。 

4月  日 第 8回「純水館・房全・敬三・藤村」学び講座 

6月  日 第 9回「純水館・房全・敬三・藤村」学び講座 

      南湖公民館と共催 

7月 23日 第 10回「純水館・房全・敬三・藤村」学び講座 

中嶋慶八郎氏（小山敬三画伯ご令孫）講演会 社会教育課と共催 

場所 体験学習センター 

10月 日 第 11回「純水館・房全・敬三・藤村」学び講座 

      南湖公民館と共催 

12月 日 第 12回「純水館・房全・敬三・藤村」学び講座 

社会教育課と共催 

場所 体験学習センター 

2月 日 第 13回「純水館・房全・敬三・藤村」学び講座 

 

２ 要請による講演会や体験講座 

4月 28日 純水館講演会（主催：茅ヶ崎市立図書館） 

要請により随時開催 

 例：茅ヶ崎稲門会郷土史同好会（市民団体）講演会は半年ごとに開 

  催 

 

３ タウンニュース掲載コラム 

 「ちがさき純水館物語」として純水館文化を市民に紹介する。ほぼ 2週間ごとに掲載して

いる。 
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申請書類

・市民活動推進補助事業企画書
・市民活動団体概要書
・事業計画書
・収支予算書
・物品購入理由書
・物品購入見積相当資料
・補足資料

発表時間 事業の名称 提案団体

①13:40 子どもの権利を遊びながら知るコラボ学習会 ふらっと南湖

②14:00 女性防災会議　防災ブレークスルー マザーアース茅ヶ崎

③14:20
スローコミュニケーションプロジェクト小冊子
制作及び音声認識の店舗実証と合理的配
慮の市民周知事業

一般社団法人　４Hearts

④14:50 譲渡会：保護犬を知ろう!幸せ家族探し会 湘南１Leben

⑤15:10
①がんサバイバーのためのワークショップと
コミュニティ作り

ガーゼ帽子を縫う会

申請に関する資料

・市民活動推進補助事業企画書

・市民活動団体概要書

・事業計画書

・収支予算書

・物品購入理由書

・補足資料

ステップアップ支援
申請書類
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第１号様式（第７条関係） 
 

 市民活動推進補助事業企画書 

 

                               令和5(2023)年1月12日  

 

  （あて先）茅ヶ崎市長 

 

所在地   

提出者  名称   ふらっと南湖    

   代表者氏名 松本素子   

 次のとおり事業を企画したので、関係書類を添えて提出します。 

 団体の概要  別添市民活動団体概要書のとおり 

 事業の区分 

(2) 社会教育の推進を図る事業 

(10) 人権の擁護又は平和の推進を図る事業 

(13) 子どもの健全育成を図る事業  

 事業の名称 子どもの権利を遊びながら知るコラボ学習会 

 事業の概要 別添事業計画書のとおり 

 実施予定期間  令和５年 ４月 １日から 令和６年 ３月 ３１日まで 

 事業経費の配分及 

 び経費の使用方法 
別添収支予算書のとおり 

 

備考 １ 「事業の区分」欄には、第５条各号に掲げる事業のうち該当するものを記入してください。 

   ２ この企画書には、次の書類を添付してください。 

(1) 定款又は規約、会則その他これらに準ずるもの 

(2) 構成員の名簿 
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第２号様式（第７条関係） 

 

市民活動団体概要書 

名称 ふらっと南湖 

連絡先  

設立年月日    令和２年（2020）年 10月 4日 

構成員数 
   ５ 人（うち役員 ３ 人） 

市内在住（在勤及び在学を含む。）者 ３人  その他 ２人 

情報の公開の方法 

☑ 南湖ハウスホームページへの掲載 

☑ その他の方法（南湖ハウス Facebook） 

☑ 南湖ハウスの活動チラシ・通信 

☑ 茅ヶ崎市民活動団体ガイドブックに掲載  

設立の経緯 

代表の松本は実子の子育てをする中で子ども虐待致死事件を知り、家族に相

談して2003年里親登録し、一人の男児と季節里親(フレンドホーム)として交

流してきました。2010年にある事件をきっかけに「この指ねっと」という里親

発信を始め、2020年、義母の遺した土地に「南湖ハウス」を建てることができ

た。主に社会的養護体験者のスタッフと共に活動を進めています。 

活動の目的 

「子どもの権利」を基盤にした活動をしています。早稲田大学里親研究会の事

務局をしている関係で、毎月社会的養育に関する勉強会を開催し、啓発に取り

組んでいます。子どものことは、市、県、国が縦割りを超えて、市民との協働

で取り組むべき課題なので、その溝を指摘し、埋めることも目標です。子ども

の権利は、ヤングケアラーや保育園や学校の体罰や校則にも関わる身近なこ

とであることを啓発していきたいと思います。 

主な活動内容 
他団体との協働学習会で楽しく学ぶ勉強会、フレンドホームの啓発児童養護

施設と地域との交流イベント 

年間決算額       概算 400，000円  

補助金の状況 
補助金の交付を受けた年度：2021年度、2022年度 

補助金の名称：市民活動げんき基金 

備 考 １ 「 情 報 の 公 開 の 方 法 」 欄 は 、 該 当 す る □ に レ 印 を 記 入 し て く だ さ い 。 

２  「 補 助 金 の 状 況 」 欄 は 、 過 去 ５ 年 以 内 に 茅 ヶ 崎 市 そ の 他 の 団 体 か ら 補 助 金 を 受 け て い 

る 場 合 に 、 団 体 名 、 補 助 金 の 交 付 を 受 け た 年 度 及 び 補 助 金 の 名 称 を 記 入 し て く だ さ い 。 
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事 業 計 画 書 

実施する事業 

について 

 

『子どもの権利を遊びながら知るコラボ学習会』 

 

A フレンドホームって！? （児童養護施設とのコラボ） 

  ～施設職員さんとフレンドホーム家庭、体験者との話～ 

  (対象)市民、市議、市の職員、児童委員など・・・無料 

（場所）児童養護施設、勤労市民会館、または南湖ハウス 

  (回数)年１回 

  (謝礼)10,000円 

     

B  未来を切りひらくためのロードマップ （IFCAとのコラボ） 

～トランジション・ツールキット（IFCA）を使って～ 

（対象）中学生、高校生～２５歳くらいまでの若者・・・10 人 

  社会的養護の子どもは無料、その他は一人 500 円(5 人を見込む) 

（場所）児童養護施設、または南湖ハウス 

（講師）IFCA からツールキットを作成したユース担当者 

(回数)年１回 

  (謝礼)講師一人 10,000円×２＝20,000円 

 

C  お金と自分を見つめる 勉強会 （湘南学習のススメとのコラボ） 

  （対象）子ども、若者、大人(誰でも)・・・５人×２回 無料 

（場所）南湖ハウス、コ・ワーキングスペース 

（講師）湘南学習のススメ ほか 

(回数) 年２回 

(謝礼) 5,000円×２＝10,000円 

 

D 子どもの権利って何？ (南湖ハウス自主事業) 

～「子どものけんり なんでやねん！すごろく」で遊ぶ～ 

（対象）小、中学生～大人・・・無料(大人のみ有料 200 円) 

               10 人 1000 円の参加費を見込む 

（場所）南湖ハウス、児童養護施設、コ・ワーキングスペース、 

公民館等 

（講師）子どもの権利条約関西ネットワーク 

(回数) 年数回(初回に指導を受ける) 

(謝礼) 初回 5,000 円  
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E 性教育で相手（パートナー）を大切にする（Power Loveとのコラボ） 

  （対象）子ども、若者、大人 ・・・無料(大人のみ有料 500 円) 

               20 人、10,000 円の参加費を見込む 

（場所）勤労市民会館、または南湖ハウス 

（講師）Power Love 宗藤純子さん 

(回数) 年１回 

 (謝礼) 30,000円 

 

＊感染症対策については、事前の体調チェックや記帳など対策します。 

事業の背景 

について 

2021，2022 年度の活動は、「子どもの権利」の啓発、発信をしてきま

した。この理念は変わりませんが、「正論を言うだけでは人はついてこ

ない」こともわかりました。呼びかけに来てもらうことも大事ですが、

こちらから出向くこと、一緒に活動することにより、他団体との共通

点や方向性の一致をみて、市民活動の更なる発展が見込まれます。今

回の 5 つの活動以外にも南湖ハウスでは様々なアイディアを実際に試

していきます。 

フレンドホームを推進する活動は、市内の児童養護施設に出向いて知

った施設のニーズとも合致していました。実家のない子どもたちには

アフターケアとして必要です。（詳細は、補足説明を参照） 

事業の目的や効果 

について 

A の事業で、フレンドホーム先を探している児童養護施設の役に立つ

と同時に、何より子どもたちのアフターケアに役立つ。県や全国の児

童養護施設のアドボカシーにつながればいい。 

B と C の事業は、若者のライフプランを考える内容なので、テキスト

に添って詰めて考えることは、漠然とした不安を取り除くことにつな

がる。 

D と E の事業は、子どもの権利の教育です。日本の性教育は先進国か

らすれば、30 年以上遅れています。いつまでも負の連鎖が断てないの

は、相手の体を知らず、権利を知らないからです。どんどん進めるべ

きです。 

また、南湖ハウスだけでなく、コ・ワーキングスペースなどの新たな

場所も市内には増え始めているので、そうした場ともコラボして、安

心な人間関係の中で知り合い、互いの理解が深まり、市民が楽しみな

がら地域愛を育てていけると思います。 

「情けは人のためならず」他人のために行う行為は自分の「徳」を積

みます。子どもに対する徳は、子どもと同様に大きく成長して返って

きます。目に見えませんが、これほど確実なことはないと感じていま
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す。皆さまもぜひ、ご参加ください。 

事業の広報 

について 

（使用予定の媒体にチェック） 
 
■チラシ・ポスター  ■パンフレットなどの刊行物 ■ホームページ 
■Facebook ■Twitter ■その他のＳＮＳ（note,insta）■市の広報紙   
■市の広報掲示板   ■口頭にて伝達 
■その他（グループメールなど          ） 

今後の展望 

について 

A～E以外のアイディアもたくさんあります。南湖ハウスに来る方は多

種多様なので、その方たちとのコラボイベントを実現していきたいと

思います。出会いが新たな可能性を生み、希望のある社会につながれ

ばと思います。 

事業の実施体制 

について 

総括 代表者１人 

会計 ２人 

実施スタッフ ３人～（イベントによる） 

備考 「事業の実施体制について」欄は、市民活動ステップアップ支援補助金の交付を受けよう

とする団体は必ず記入してください。市民活動スタート支援補助金の交付を受けようとする団

体は任意で記入してください。 
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第４号様式（第７条関係）

収入

科　　　目 金　　　額 内　　　訳

１　団体収入 21,780 会費、団体への寄附等、団体資金から充当

B　参加費　500円×5人＝2500円

D　参加費　200円×10人＝1000円

E　参加費　500円×20人＝10，000円

３　補助金収入 79,000 市民活動げんき基金補助

合　　　計 ¥114,280

支出

科　　　目 金　　　額 内　　　訳

謝金 75,000 A～Eの事業の合計

旅費 10,000 B　スタッフ交通費補助　(1人1.000円×10人分＝10,000）

物品費 9,600 ★南湖ハウス通信用紙:A4カラー(800円×12月）=9600

印刷製本費 13,000 ★通信印刷代(100円×12月）、カラー（5円×200枚)×12月＝12,000

使用料 6,680 勤労市民会館B研修室（1670）×2回

合　　　計 ¥114,280

備考２　内訳のうち、自団体のＰＲに係る経費については頭に★を付けてください。

収支予算書

＊物品購入に際し、品質形状が変わることなく、比較的長期間（概ね１年以上）使用、保全できるも
のの内、1万円以上のものを購入する場合は、見積書に相当する資料と、購入する物品の使用目的や
必要性等を記載した書類を提出してください。

備考１　示された支出科目は、必要に応じて削除もしくは名称を修正することができます。
　　　　　また、示された支出科目以外に必要な科目があれば、追加することができます。

２　事業収入 13,500
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令和５年度 南湖ハウス活動（補足説明） 

令和 5（2023）年 1月 

ふらっと南湖 代表 松本 素子 

［世界と日本社会の現状］ 

昨年のロシアのウクライナ侵攻以降に世界情勢が大きく変わり、日本の食料自給率、物価高、

円安など様々な「安心」が脅かされ、7月の安倍氏狙撃事件後の旧統一教会の養子縁組や親の信教

の押しつけは「子どもの権利」を全く無視したものであることが露呈しました。しかしそれは、

家庭や一部の宗教に限ったことでなく、教育現場や保育の現場でも起きています。 

 

［R4年度の子どもの権利啓発活動で見えてきたこと］ 

昨年度は、南湖ハウスから出て、街中の勤労市民会館を使っての発信活動で、この問題に関心

のある方に参加していただきました。社会的養護体験者の話を直接聞いてもらうことで、市民の

方々の感性に直接訴えることができたと思います。体験者は「最も子どもの権利を奪われて生き

てきた人」でありますが、彼らの想いは「自分と同じ想いを次世代の子どもたちにさせたくない」

という“未来につながる想い”でもありました。一方、市民も「何か自分にできることはないか」と

思っていることがわかりました。 

 

［全体最適と部分最適の現状］ 

参加者の方からこの問題を客観する「部分最適と全体最適」の視点を学ぶことができました。 

「全体最適」とは大きなビジョンで例えば「子どもも大人も皆が幸せになる社会」ですが、「部分

最適」は、一部の人や団体の都合が優先されることを指します。「職員の仕事の便宜性」と「子ど

もの意見表明」との調整には葛藤が生じます。大人側の判断によっては、本来の目的（子どもの

幸せ）より優先され、子どもが社会に出てから困ることになるのです。 

 

［フレンドホームを増やす啓発活動］ 

この活動は、2016 年から行っていますが、支援する側も無理なく、楽しく続けられるものです。

“社会的養護を必要とする子どもたち”の「負の連鎖」の図にも示したように不安定な家庭環境下

にある子どもたちには、精神的にも経済的にも安定している家庭のあることさえ知りません。そ

れは、元の家庭が孤立して他者との交流が無いからです。「安定した家庭」を知ることで、自立後

に健全な家庭のイメージをもって生きていけるのです。 

 

［施設養育の課題と求められていること］ 

 施設の運営は、基本的に子どもの数で決まります。（500 万円/年 ×子どもの数） 

  例） 30 人収容の施設では、500 万円×30 人＝15，000 万円 

 詳細は調査をしていただきたいですが、施設運営のためには「かわいそうな子どもが必要」な

構造になっていて、家庭養育への転換は経営を圧迫する矛盾をはらんでいます（原資は全て税金）。

ほとんどの子どものが幸せになっていれば問題はありませんが、図のような連鎖もあり、十分な

調査もされずに問題が放置されています。地域にある施設は、自治会や社協など地域資源と話し

合いを重ね、子ども一人一人の人生のパートナーをつくることが心ある施設の役割だと思います。 
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第１号様式（第７条関係） 
 

 市民活動推進補助事業企画書 

 

                               2023 年 １月 12日 

 

  （あて先）茅ヶ崎市長 

 

所在地   

提出者 名称  マザーアース茅ヶ崎 

代表者氏名   代表理事 山田秀砂      

      

 

  次のとおり事業を企画したので、関係書類を添えて提出します。 

 団体の概要  別添市民活動団体概要書のとおり 

 事業の区分 

９  地域安全事業  

12  男女共同参画社会の形成の促進を図る事業 

       

 

 事業の名称   女性防災会議 防災ブレークスルー 

 事業の概要 別添事業計画書のとおり 

 実施予定期間 
  2023  年 ４ 月 １ 日から 2024 年 3 月 31 日まで 

  

 事業経費の配分及 

 び経費の使用方法 
別添収支予算書のとおり 

 

備考 １ 「事業の区分」欄には、第５条各号に掲げる事業のうち該当するものを記入してください。 

   ２ この企画書には、次の書類を添付してください。 

(1) 定款又は規約、会則その他これらに準ずるもの 

(2) 構成員の名簿 

(3) その他市長が必要と認める書類 
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第２号様式（第７条関係） 

 

市民活動団体概要書 

名称 マザーアース茅ヶ崎 

連絡先  

設立年月日  2018   年  7月 11 日 

構成員数 

 9（立ち上げ時） 人（うち役員 ２ 人） （マザーアース規約に記載が

有るように各人の意志を尊重するエンゲージメント方式です） 

市内在住（在勤及び在学を含む。）者  9   人 

その他   サポート人員 随時参加  人 

情報の公開の方法 
☑ ホームページへの掲載 

☑ その他の方法（サポートセンターガイドブック・フェイスブック   ） 

設立の経緯 

地域で活動（自治会・推進協・社協・市民団体広域避難場所を守る会など）を

して行く中で「何かが足りないよね？」と感じていた女性達が集まり、話し合

った結果「愛が足りない」という結論に達しました｡ 人と人との関わり合い

の中で互いを思いやり・認めあう・優しく温かい繋がりが、今後向えるであろ

う自然災害リスクや社会的リスクを乗り切るのに、必要な力なのではないの

か？ 私達は「母なる大地のように全てを包み込み愛し繋がる」そんな思いで

動いてみよう！ という経緯で「マザーアース茅ヶ崎」は設立されました。 

活動の目的 

被災者に「悲しみと後悔の中で生きて欲しくない」だから防災・減災に取 

り組む事の必要性を知って欲しい！ それが目的でした。 

マザーアースが最初に取り組んだ「防災ラブアクション」は東日本 

大震災で 74 名の児童と 11 名の教師が亡くなった石巻の大川小学校 

が切掛けでした、石巻市の大川小学校と茅ヶ崎市の海岸線に有る東海岸小学 

校・第一中学校が重なったからです。もう一つは、茅ヶ崎市最大の問題であ 

る地震災害後の同時多発延焼火災の現状の恐怖を知った事でした。 

会場に来ていただけた方々だけでなく少しでも多くの市民に周知自分事 

と捉えていただけるのかが今でも大きな困難であり目的でも在ります。 

主な活動内容 

： 茅ヶ崎市で災害が起こったときの各地域の被害状況の周知（HP掲載・イベ

ント開催・まちぢから広報など） 

：家庭内での「命を守る減災・防災対策のやり方」周知イベントの開催 

：茅ヶ崎市の災害時危険度マップを作成した東京大学加藤孝明教授をお招き 

 し、自治会・自主防災組織・教育機関代表者・福祉関係・一般など多く方に

参加いただき、マザーアース茅ヶ崎「防災ラブアクション」を開催 

：茅ヶ崎市防災対策課と協同で震災後の液状化現象に焦点を当て、子連れ避 

難時の危険認識と避難について「ベビーバギーサミット」を開催。 

避難時に必要な「おぶい紐のやり方」・「液状化とは」・「乳幼児の救急救

命」の3項目の講座を開催 

年間決算額   ０円 

補助金の状況 

団体名： 茅ヶ崎市 

補助金の交付を受けた年度： 令和4年度 

補助金の名称：茅ヶ崎市民活動推進補助金  

備 考 １ 「 情 報 の 公 開 の 方 法 」 欄 は 、 該 当 す る □ に レ 印 を 記 入 し て く だ さ い 。 

２  「 補 助 金 の 状 況 」 欄 は 、 過 去 ５ 年 以 内 に 茅 ヶ 崎 市 そ の 他 の 団 体 か ら 補 助 金 を 受 け て い 

る 場 合 に 、 団 体 名 、 補 助 金 の 交 付 を 受 け た 年 度 及 び 補 助 金 の 名 称 を 記 入 し て く だ さ い 。 
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第３号様式（第７条関係） 

 

 

事 業 計 画 書 

実施する事業 

について 

2023 年 4 月以降 「女性防災会議・防災ブレークスルー」を実施して

行きたいと考えています。 

「女性防災会議」とは、働き世代の男性がいない昼間の災害発生を考

え女性達の生活の中から育まれた知恵や繋がりを防災に活かすための

会議であり「心理的安全性」を確保した女性達だけでの会議形態です。

女性ならではの視点から「ブレークスルー」に期待するものです。 

日程： 年５回 程度 

場所： 各地域のコミュニテイーセンター 

対象： 市民・自主防災組織役員 

人数： 1 回 3～20 名（開催場所の広さによる） 

費用： 300 円 資料作成 

感染症対策： ・地域のコミセン規則に沿う 

・独自には名簿の作成・マスクの着用・フェイスシー 

ルド・アルコール手指消毒など 

：６月    2023 年「女性防災会議・防災ブレークスルー」 

 小出地区コミュニテイーセンター開催予定 

＊防災食レシピ 被災時の食卓を明るく お家ご飯の専門家  

      茅ヶ崎市学びの市民講師 

＊障害を持つ人の家族が思うことを本音で  

NPO 法人 湘南ふくしネットワークオンブズマン 

＊被災後の女性の復興力・国の支援・住宅の再建やローンへの支援 

     特定非営利活動法人日本危機管理士機構 危機管理士２級 

：８月   「女性防災会議避難所運営は女性が鍵？」 

災害関連死とは？ コミュニテーの喪失を防ぐには？  

事前復興の役割 「会議にはアンガーマネジメントが必要」 

小出地区コミュニテイーセンター開催予定 

：10 月   2023 年「女性防災会議・防災ブレークスルー」 

  柳島コミュニテイーセンター開催予定 

＊防災食レシピ 被災時の食卓を明るく お家ご飯の専門家  

      茅ヶ崎市学びの市民講師 

＊障害を持つ人の家族が思うことを本音で  

NPO 法人 湘南ふくしネットワークオンブズマン 

＊被災後の女性の復興力・国の支援・住宅の再建やローンへの支援 

     特定非営利活動法人日本危機管理士機構 危機管理士２級 

「心理的安全性とは？」社会を変える力を持つ？ 

：12 月  「女性防災会議避難所運営は女性が鍵？」 

災害関連死とは？ コミュニテーの喪失を防ぐには？  

事前復興の役割 「会議にはアンガーマネジメントが必要」 

柳島コミュニテイーセンター開催予定 

：２月   2024 年「女性防災会議・防災ブレークスルー」 

  海岸コミュニテイーセンター開催予定 

＊防災食レシピ 被災時の食卓を明るく お家ご飯の専門家  

      茅ヶ崎市学びの市民講師 

＊障害を持つ人の家族が思うことを本音で  

NPO 法人 湘南ふくしネットワークオンブズマン 

＊被災後の女性の復興力・国の支援・住宅の再建やローンへの支援 

     特定非営利活動法人日本危機管理士機構 危機管理士２級 

「心理的安全性とは？」社会を変える力を持つ？ 
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今期事業について前期事業で得た確信と共に反省点が多々ありまし

た。 

１＜毎月は無理  今回は 1 ヶ月おきに予定 

：市広報が無料で広報力があるのですが毎月は無理 

：チラシ・パンフレットを作成するのに追われてしまう 

：市内の異なる場所での開催を望んでも予約がとりにくい 

２＜毎月同じ日を予約  曜日で決めることに 

：毎月 15 日といっても曜日が毎月変わる、お稽古ごとや他のイベント

が重なる 

：曜日が重要だとわかる 

 

事業の背景 

について 

茅ヶ崎市においては「方向性を決める場」に女性が参加出来ていない

というのが現実であり、それは女性の心理的安全性が確保されにくい

と言う事でもあります。 

女性達は社会生活の中・性差別・家庭生活の中にある思い込みの怒り

などで、思っていても意見が言えない場面が多いと感じています。 

国の男女共同参画では女性の視点での防災活動を推奨しており、令和

4 年度の 2 回の女性防災会議（1 回は海岸地区まちぢから協議会で地

域限定、もう 1 回はマザーアース茅ヶ崎主催で市民対象での実施の手

応えからも今必要とされていると確信に至りました。 

令和４年度の体験から「アンガーマネジメント」と「心理的安全性の

確保」は車の両輪のようであり「必要の無い不安や恐れを持たず安心

して進んで欲しい」という私達の思いはすべての事柄の基本であり、

今後も新事業の内容に織り込んで活用していく考えです。 

自然災害や人為的災害すべては「弱い所により多くの苦しみ」が来る

のが現状です。  

 

事業の目的や効果 

について 

「女性防災会議」とした目的はこのように普通に強いられている枠を

外した「心理的安全性の確保された場」でなら発揮出来る自身のポテ

ンシャルに気付いて欲しいと考えたからです。 

海岸地区防災安全部会主催で第１回「女性防災会議」開催の承認がや 

っとおり、第 1回目を開催、驚くほど盛り上がりを見せました。 

こんなに沢山の意見と革新的アイデアが出ると言う事に驚きと同時に 

「女性達の力が活かされていない」と強く感じたのですがその後の、

海岸地区合同防災訓練で茅ヶ崎市初めての「避難所開設・運営 

実地訓練」が行われた時の女性達の活躍はめざましいものでした。 

たった１度の女性防災会議で自分の考えを発表出来た事は「完全に自

分事にした」ということです。これこそが地域防災力 UP に直結する

と考えています。 

第 2回目の防災ブレークスルーでは 3名のパネリストが各人の専門性 

を活かした内容で自由に構成し質問を受けました。 

「子供を持つ若いママへ防災食を楽しく」「障害児を家族にもつ母の

本 

音トーク」「被災後の国からの支援や必要な手続きを平時に知っておこ 

う」など 20代の防災士さんから 80代の方まで全世代が、闊達にお話 

されている様子は頼もしい限りでした。 

 

事業の広報 

について 

（使用予定の媒体にチェック） 
☑チラシ・ポスター      ☑パンフレットなどの刊行物 
☑ホームページ ☑Facebook □Twitter □その他のＳＮＳ（      ） 
☑市の広報紙    ☑市の広報掲示板        □頭にて伝達 
☑その他（まちぢから協議会回覧板             ） 

紙媒体を中心に周知することを考えています。 

・チラシやポスターの配架を考えているのは、公民館（５館×２０部ずつ）、

コミュニティーセンター（１１館×１０部ずつ）、ちがさき市民活動サポ

ートセンター（５０部）です。 

・チラシは市の広報掲示版にも掲載を依頼します（１４６箇所）。 
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・市広報紙への掲載を依頼します。継続参加の意志がある方のうち、希望

される方には、ダイレクトメールを送って継続を促します。 

 

今後の展望 

について 

この試みが事業として続けられるのであれば、入り口は防災でも「心 

理的安全性確保」の有効性・「多様性の受け入れ（アンガーマネジメン 

ト）」・「女性のポテンシャルの開花」など、人びとが社会的に大きな意 

味と広い面でつながっていけると感じております。 

物事の全ては繋がっていて「一元的・一方的な見方や考え方だけでは、

真実は見えてこない、広い視野と大きな心で多くの人が関われれば「防

災・福祉」その他にも良い連鎖がおこるのではないかと期待を持ち、

この事業の意味が次世代にも理解され、つながって行くようにステッ

プアップして行きたいと考えております。 

重要になるのが開催告知と内容のお知らせだと考えています。 

実施後のビデオを編集し公開し宣伝に使えたらとも考えています。 

事業の実施体制 

について 

総括代表者   マザーアース茅ヶ崎 

会計      1名 

広報   チラシ・パンフレット作成・配布  4名 

講師・プレゼンター  ３名（茅ヶ崎市市民講師届済み） 

：特定非営利活動法人 日本管理士機構  

自然災害 危機管理士 2級認定 No 210927 

：茅ヶ崎市学びの市民講師 お家ご飯専門家 

：NPO法人 湘南ふくしネットワークオンブズマン 

  

【協力者】 

今後も取り上げる内容により、茅ヶ崎市市民講師の方々にも講演協力

いただき地域に根付いた地域住民中心のイベントにしたいと考えてい

ます。 

備考 「事業の実施体制について」欄は、市民活動ステップアップ支援補助金の交付を受けようとす

る団体は必ず記入してください。市民活動スタート支援補助金の交付を受けようとする団体は

任意で記入してください。 

 

 
 
備考 「事業の実施体制について」欄は、市民活動ステップアップ支援補助金の交付を受けようとする団体は必

ず記入してください。市民活動スタート支援補助金の交付を受けようとする団体は任意で記入してくださ

い。 
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第４号様式（第７条関係） 

 

収支予算書 

収入 

科     目 金     額 内      訳 

 

会費収入 

 

マザーアース茅ヶ崎支出 

補助金 

 

36,000  円 

 

4,700   円 

93,000  円 

 

参加者1回30名×５回開催予定＝150名 

150名×300円＝45,000円 

 

げんき基金補助 

合計 
 

133,700 円 

 

 

 

支出 

科     目 金     額 内      訳 

① 謝金 

 

 

② 旅費 

 

 

③ 物品費 

 

 

 

 

 

 

④ 資料印刷費 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20,000 円（税込み） 

 

 

駐車料金 6,000 円 

 

 

1講演 1,000×5＝5,000円 

 

 

36,800 円 

 

 

24,100 円 

 

 

 

 

 

★41,800 円 

講師 謝礼5,000×2名×3回 

 

 

1,200円×5講演×１名＝6,000円 

 

 

名札・セロテープ・ポストイット・半

紙 

 

ポータブルスピーカーセット 

マイク 

 

ポスター2,000枚（ネット印刷） 

4､820円×5講演＝12,200円 

（各開催地域へのポステイング） 

：小出地区コミセン：柳島コミセン 

：コミュニテイーセンター湘南予定 

 

★団体PRパンフレット（ネット印刷）

 B5仕上がり８P4つ折りカラー 

 

 

合計 
133,700 円  

＊物品購入に際し、品質形状が変わることなく、比較的長期間（概ね１年以上）使用、保全でき
るものの内、1 万円以上のものを購入する場合は、見積書に相当する資料と、購入する物品の使
用目的や必要性等を記載した書類を提出してください。 
 
備考１ 示された支出科目は、必要に応じて削除もしくは名称を修正することができます。 

また、示された支出科目以外に必要な科目があれば、追加することができます。 
 備考２ 内訳のうち、自団体のＰＲに係る経費については頭に★を付けてください。 
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物 品 購 入 理 由 書 
 

１ 

 

物 品 名 
 

見 積 金 額 
 

使 用 頻 度 

ワイヤレスマイク・スピカーセッ

ト アンプ内蔵会議イベント対応 

本体 

￥36,800

（税込み） 

 最低でも2ヶ月に１～2回 

 

使 用 目 的 及 び 事 業 に お け る 必 要 性 
 

事 業 終 了 後 の 取 扱 い 

市のイベントを開催出来る施設（うみかぜ学習

センター・男女共同参画推進センター・コミュ

ニテイーセンターには各１のセットしかなく、

定期的に使用している団体がいると日程調整が

出来ず借りられないことがほとんど。 

他の施設から借りてきて持ち込むのは大変。 

コロナ禍でマスク着用が必須である現在、講師

の声が明確に聞き取れないのでマイクを使用し

てくださいとの希望が多数寄せられていますし

自分が講演を聞きに行ったときなど実感しまし

た。 

：団体で保有 

：継続的に使用 

２ 

 

物 品 名 
 

見 積 金 額 
 

使 用 頻 度 

   

 

使 用 目 的 及 び 事 業 に お け る 必 要 性 
 

事 業 終 了 後 の 取 扱 い 

  

３ 

 

物 品 名 
 

見 積 金 額 
 

使 用 頻 度 

   

 

使 用 目 的 及 び 事 業 に お け る 必 要 性 
 

事 業 終 了 後 の 取 扱 い 
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第１号様式（第７条関係） 

 

 市民活動推進補助事業企画書 

 

                               令和５年 １月１２日 

 

  （あて先）茅ヶ崎市長 

 

   所在地                   

                      提出者 名称 一般社団法人４Hearts 

                      代表者氏名  那須 かおり 

 

  次のとおり事業を企画したので、関係書類を添えて提出します。 

 団体の概要  別添市民活動団体概要書のとおり 

 事業の区分 

（1）保健、医療又は福祉の増進を図る事業 

（3）まちづくりの推進を図る事業 

（10）人権の擁護又は平和の推進を図る事業 

（12）男女共同参画社会の形成促進を図る事業 

 事業の名称 
スローコミュニケーションプロジェクト小冊子制作及び音声認識の店舗実証と

合理的配慮の市民周知事業 

 事業の概要 別添事業計画書のとおり 

 実施予定期間   令和 5年  4月  1日から    令和 6 年  3月  31日まで 

 事業経費の配分及 

 び経費の使用方法 
別添収支予算書のとおり 

 

備考 １ 「事業の区分」欄には、第５条各号に掲げる事業のうち該当するものを記入してくださ

い。 

   ２ この企画書には、次の書類を添付してください。 

(1) 定款又は規約、会則その他これらに準ずるもの 

(2) 構成員の名簿 

(3) その他市長が必要と認める書類 
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第２号様式（第７条関係） 

 

市民活動団体概要書 

名称 一般社団法人４Hearts 

連絡先  

設立年月日 令和 ２年 ５月 ２５日 

構成員数 

   ４人（うち役員  ４人） 

市内在住（在勤及び在学を含む。）者   ２人 

その他 ２ 人 

情報の公開の方法 
☑ ホームページへの掲載 

☑ その他の方法（SNS（Facebook，Instagram，YouTube 等）） 

設立の経緯 

聴覚障害者のための人権や障害福祉については、運動のお陰で少しずつ認められてき

ています。反面、障害の陰に隠れ心理面がおざなりになってしまったことで、職場定着率

が低いなどさまざまな影響が出ています。 

肩に力を入れることのないコミュニケーションで、ふと気持ちを吐露できる場所を作りたい

と思い、4Hearts の活動が始まりました。 

活動の目的 

情報コミュニケーションから誰ひとり取り残さない。 

現在３期目となりますが、4Hearts として活動をする中でありがたいことに多くの人や企

業を巻き込むことができています。 

しかし、障害者として生きてきたことによる、社会への負い目や迷惑をかけまいという心

理が働き、埋もれるようにして生きる人の方が圧倒的に多いです。それによって、社会も

存在を認知できず理解が遅れてしまっているのが現状です。 

情報コミュニケーションバリアを感じている多様な人々が、勇気を持って一歩踏み出せる

社会にするために活動しています。 

主な活動内容 

・ロールモデル提供のためのポータルサイト（マガジン） 

・聴覚障害体験をベースとしたワークショップ開発 

・情報コミュニケーション支援ツール開発企業の代理店営業 

・神奈川大学との音声認識機器の設置実証 

年間決算額           1,644,000 円 
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補助金の状況 

団体名：茅ヶ崎市民活動推進補助金 

補助金の交付を受けた年度： 令和 2・3・4 年度 

補助金の名称：市民活動げんき基金 R2   スタート支援  

                 R3・4 ステップアップ支援 

 

団体名：公益財団法人 キリン福祉財団 

補助金の交付を受けた年度：令和 3 年度 

補助金の名称：きりん・地域の力応援事業 

 

団体名：公益財団法人かながわ生き活き市民基金 

補助金の交付を受けた年度：令和 3 年度 

補助金の名称：かながわ生き活き市民基金 第 16 期福祉たすけあい基金 

 

団体名：公益財団法人さわやか福祉財団 

補助金の交付を受けた年度：令和 4 年度 

補助金の名称：地域助け合い基金 

備 考 １ 「 情 報 の 公 開 の 方 法 」 欄 は 、 該 当 す る □ に レ 印 を 記 入 し て く だ さ い 。 

２  「 補 助 金 の 状 況 」 欄 は 、 過 去 ５ 年 以 内 に 茅 ヶ 崎 市 そ の 他 の 団 体 か ら 補 

助 金 を 受 け て い る 場 合 に 、 団 体 名 、 補 助 金 の 交 付 を 受 け た 年 度 及 び 補 

助 金 の 名 称 を 記 入 し て く だ さ い 。 
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第３号様式（第７条関係） 

事 業 計 画 書 

実施する事業 

について 

①小冊子制作事業 
・スローコミュニケーションプロジェクトを伝えるための小冊子第二弾。

22年度の活動報告と 23年度の活動、今後の展望をまとめる。 

＜対象＞ 茅ヶ崎市民、ワークショップ参加者、小中学校出張授業、外

部ステークホルダーなど 

＜冊数＞ 約 3000冊 

＜編集会議＞ （Ｃの辺り利用予定）：4回×5人  

＜掲載予定内容＞ 

情報コミュニケーションバリアを感じている盲ろう者 2名へのインタビ

ュー。盲ろう者という人達がいることの周知、盲ろう者のコミュニケー

ション方法や、社会参画について、スローコミュニケーションプロジェ

クトの観点からインタビューする。 

※インタビューの際には動画も併せて撮影し、マガジン（みみとここ

ろのポータルサイト）に掲載する。 

＜インタビュー会場＞ 横浜：県民サポートセンター利用予定 

※盲ろう者通訳・介助員は盲ろう者 1名につき 2名 

会場でのインタビュー時の通訳だけでなく、盲ろう者の自宅から会場

への往復の時間も含まれます。（1人での外出は困難なため） 

社会福祉法人神奈川聴覚障害者総合福祉協会の派遣費を元に算

出。 

 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

3密を回避。参加者は事前に把握し、マスクの着用とアルコール手指消

毒を呼びかけます。相手の手話を触りながら理解する触手話での会話

が発生する場合があり、感染症対策には十分に配慮。 

 

②ワークショップ等の音声認識による情報保障 
・ワークショップ等の音声認識による情報保障 

まちスポ茅ヶ崎で月１回聴覚障害体験ワークショップを実施。サポー

トスタッフや参加者に難聴者が毎回いるため情報保障として音声認

識を表示させる。 

・音声認識を活用した接客の店舗実証 

接客現場に応じてモバイル型か据え置き型（字幕透明パネル等）か

でも違ってくるため、タブレットを用意する。 

※音声認識ソフトが WindowsOSで動作するため対応タブレットにす

る。   

③合理的配慮の民間義務化についての市民周知事業 
24年に施行される障害者差別解消法の合理的配慮の民間義務化につ

いては、まだ世間にほとんど知られていない。 そのため、茅ヶ崎市民や

市内企業・店舗等へパネル展示や相談会などで周知活動を実施する。 

昨年に引き続き茅ヶ崎市役所市民ふれあい広場や商業施設での、経

営者・難聴者向け相談会の実施などを考案中。 

→茅ヶ崎市役所、大型商業施設などで年に３〜４回実施予定。 

事業の背景 

について 

活動内容の発信 
22 年 9 月に茅ヶ崎市と共催で『こころで聴く図書館 失われた魔法書を

探せ！』イベントを実施した。 

みえない・きこえない・はなせない、それぞれの体験をしつつ、3人 1チ

ームで協力しあって魔法書を探す。体験を通して気づきを得た後、誰に

でも使いやすい図書館にするためのアイデアソンを実施するという内

容。 

イベントレポートを HPに掲載後「うちでも出来ないか」「○○図書館でも
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やって欲しい」などの反響を全国から頂いている。 

 

22年 8月から 10月には、神奈川大学と商業施設で音声認識機器の

設置実証をした。また、茅ヶ崎市役所市民ふれあいプラザにて、展示・

相談会を障がい福祉課と共催で実施した。 

 

現在は、認定 NPO法人サービスグラントによる NTT ドコモグループ社

員のプロボノ支援で、BtoC企業のマーケティングリサーチ。 

それらアンケートやデータが集まっており、接客シーンにおける情報ア

クセシビリティ、情報コミュニケーション支援についてのコンサルティング

に繋げたいと考えている。 

 

コミュニケーション支援ソフトについては、昨年末に株式会社リコーと代

理店契約を締結。今後もコミュニケーション支援ツール開発企業とのパ

ートナー契約やスポンサーシップを得ていく予定。 

 

こういった多岐にわたる活動をわかりやすく伝えるために、小冊子第二

弾を発行し、どんな世界を目指しているのかを明確に伝えていく必要が

ある。 

また、小学校への出張授業をする機会も少しずつ増えてきたことから、

子どもたちにも手に取ってもらいたいと考えている。 

 

24 年に施行される障害者差別解消法の合理的配慮の１つとして、情報

コミュニケーションバリア解消の意味でも、実際にそれぞれの接客現場

に応じたコミュニケーション支援ツールの選択肢があることも、市民に周

知させていく必要がある。年に３〜４回市内で啓発していきたい。 

昨年は相談会を 11/10 に BRANCH 茅ヶ崎で、10/11、11/16〜18 に茅

ヶ崎市と共催で茅ヶ崎市役所１階市民ふれあいプラザで実施した。 

 

情報コミュニケーションバリアから誰ひとり取り残さない 
特に、単一障害に目を向けられがちだが、視覚からも聴覚からも情報

が得られない、盲ろう者についても目を向けてほしいとの要望が関係者

からあった。そのため、スローコミュニケーションプロジェクトの観点から

インタビューを実施する。 

 

また、海外経験をされた方は言語的マイノリティ環境を体験し、その時

の感情を肌で感じているため、当事者が負い目を感じたり遠慮して微笑

んで誤魔化したりする気持ちに想像が及ぶ傾向がある。 

 

しかし、多くの日本人は言語的マイノリティ環境に置かれたことがないた

め、情報コミュニケーションバリアについて一歩想像することが難しい。 

聴覚障害だけでなく、視覚や発達、高齢者や子ども、他言語話者など

実に多くの人が感じているということを日常からあまり意識していない。 

 

また、聴覚障害は「簡単に体験できない障害」だと言われている。そこで

私たちは、プロのサウンドデザイナーにノイズを制作してもらい、ヘッド

フォンでの擬似体験を実施している。 

「体験しないと分からない」「とても孤独を感じた」など、その時の感情に

フォーカスすることで「気づきスイッチ」を入れている。ヘッドフォンを外

せば元の世界に戻れるが、相手の事情を想像するスイッチは入ってい

るので、見える世界が変わる。 

 

そういった様々なことを啓発していくためにも、小冊子のようにまとまっ

ているものを市民に配布することは有効である。 

92



事業の目的や効

果 

について 

社会全体の課題発見力の向上 
情報コミュニケーションにバリアがあるということは、人と人の心の繋が

りに障壁があるということであり、スローコミュニケーションプロジェクト

は、まちの心のバリアフリーに繋がる。 

 

心の繋がった丁寧なコミュニケーションを取るということは、とどのつま

り、段差やトイレといった物理バリアにも普段から市民の想像が及ぶよ

うになるということであり、社会全体の課題発見力の向上に繋がってい

く。 

活動を開始して 3 期目に当たるが、今までは草の根的な啓発活動を、

さまざまな形で実施してきた。それらが少しずつ形になり始めており、ス

ローコミュニケーションプロジェクトを茅ヶ崎発で全国に広めていくため

にも、発信・ワークショップの部分に今回は力を入れていく。 

 

接客現場に応じた情報アクセシビリティ・情報コミュニケーションバリア

対策は、合理的配慮に沿ったものとしてサービス提供側の価値向上に

繋がる上、当事者たちにとっても一歩踏み出しやすいまちづくりとなる。 

事業の広報 

について 

（使用予定の媒体にチェック） 

□チラシ・ポスター      ☑パンフレットなどの刊行物 

☑ホームページ  ☑Facebook  □Twitter  ☑その他のＳ Ｎ Ｓ

（Instagram ） 

□市の広報紙    □市の広報掲示板        □口頭にて伝達 

☑その他（市内公共施設等への配架、飲食店・店舗に置いてもらう、賛

同企業・団体・法人個人パートナーへの配布等 ） 

 

スローコミュニケーションプロジェクト 

（https://slowcommunication.jp/）で情報コミュニケーションバリア対策

の、良好事例のキュレーションとして発信。 

みみとこころのポータルサイト（https://4hearts.net//） 

今後の展望 

について 

23 年度も「こころで聴く○○」を実施できれば、まちを変えるイベントとし

て、より発信力・認知度が高まっていき、問い合わせもさらに増えていく

と考えている。 

最近は個人パートナーに、ワークショップスタッフや事務作業など活動

を手伝って頂いている。 

イベントを実施し、Web サイトや小冊子で広く伝えるという循環で認知を

上げることで、さらに 4Heartsの個人・企業パートナーを増やしていく。 

 

23 年度は「パートナーやアライ（理解者）がいかにスローミュニケーショ

ンを周りの人に伝えていくか」がテーマ。 

それをもとに、24年度以降はより伝え方を向上させていく。 

 

さらに、「こころで聴く○○」を企業（幹部）研修にアップグレードすること

で、企業（のトップダウンからの）サービス改善と、情報コミュニケーショ

ンバリアに取り組むことが企業CSRになるような世界観を構築していく。 

それによって企業スポンサーを得て、スローコミュニケーションプロジェ

クトのショールームとなる Baseplaceを置く。 

事業の実施体制 

について 

4Hearts 4名 

NPO法人湘南スタイル：統括 

株式会社ボンド：パンフレットデザイン 

ライター：2名 

スチールカメラマン：1名 

動画作成カメラマン：1名 

盲ろう者通訳（派遣）：4名 
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第４号様式（第７条関係）

収入

科　　　目 金　　　額 内　　　訳

１．団体収入 336,450 団体活動費にて充当

2．補助金収入 500,000 市民活動推進補助制度

合　　　計 ¥836,450

支出

科　　　目 金　　　額 内　　　訳

委託費 495,000
小冊子制作委託費　NPO法人湘南スタイル　440,000円
動画制作委託費（株）メディア・ケイフォルム　55,000円

謝金 68,000

取材：盲ろう者3,000円×２人　　　6,000円
盲ろう通訳者15,500円（4時間）×4人　　62,000円
（盲ろう者1人に介助員2人自宅から会場までの移動時間も含
む）

旅費 5,100 取材交通費：茅ヶ崎-横浜（510円×往復×5人）　5,100円

物品費 93,460 タブレット　94,360円

印刷製本費 70,000 小冊子印刷製本　3000部　　70,000円

63,000
A1パネル印刷　6枚　45,000円
（A1パネルアルミフレーム加工　1部×6パターン）
イーゼル　3000円×6＝18,000円

使用料・賃借料 41,890
Cの辺り：会議利用（2000円×5人×4回）　40,000円
神奈川県民サポートセンター　630円×3時間　1,890円

合　　　計 ¥836,450

収支予算書

＊物品購入に際し、品質形状が変わることなく、比較的長期間（概ね１年以上）使用、保全できるものの内、1万円以上のものを購
入する場合は、見積書に相当する資料と、購入する物品の使用目的や必要性等を記載した書類を提出してください。

備考１　示された支出科目は、必要に応じて削除もしくは名称を修正することができます。
　　　　　また、示された支出科目以外に必要な科目があれば、追加することができます。

備考２　内訳のうち、自団体のＰＲに係る経費については頭に★を付けてください。
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物 品 購 入 理 由 書 

 

１ 

 

物 品 名 
 

見 積 金 額 
 

使 用 頻 度 

マイクロソフト 

Surface Pro X MJX-00011  
 

93,460円 

 

随時（緊急・高） 

 

使 用 目 的 及 び 事 業 に お け る 必 要 性 
 

事 業 終 了 後 の 取 扱 い 

音声認識ソフトを起動するため、WindowsOSの

タブレットが必須。 

手話がわからない聴覚障害者などへの情報保

障として使用する。従来は要約筆記（常時4名

派遣・4000円/1h/1人）。 

障害者差別解消法の合理的配慮

に遵守するため、引き続き音声 

認識による情報保障として使用

していく。 

２ 

 

物 品 名 
 

見 積 金 額 
 

使 用 頻 度 

   

 

使 用 目 的 及 び 事 業 に お け る 必 要 性 
 

事 業 終 了 後 の 取 扱 い 

  

３ 

 

物 品 名 
 

見 積 金 額 
 

使 用 頻 度 

   

 

使 用 目 的 及 び 事 業 に お け る 必 要 性 
 

事 業 終 了 後 の 取 扱 い 

  

４ 

 

物 品 名 
 

見 積 金 額 
 

使 用 頻 度 

   

 

使 用 目 的 及 び 事 業 に お け る 必 要 性 
 

事 業 終 了 後 の 取 扱 い 
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第１号様式（第７条関係） 
 

 市民活動推進補助事業企画書 

 

                                令和５年 １月１１日 

 

  （あて先）茅ヶ崎市長 

 

所在地  

提出者 名称 湘南１Leben 

代表者氏名 古知屋 友里  ㊞ 

 

  次のとおり事業を企画したので、関係書類を添えて提出します。 

 団体の概要  別添市民活動団体概要書のとおり 

 事業の区分 

 

(1) 保健、医療又は福祉の増進を図る事業 

(2) 社会教育の推進を図る事業 

(3) まちづくりの推進を図る事業 

(4) 観光の振興を図る活動 

(5) 農山漁村又は中山間地域の振興を図る活

動 

(6) 学術、文化、芸術又はスポーツの振興 

を図る事業 

(7) 環境の保全を図る事業 

(8) 災害救援事業 

(9) 地域安全事業 

(10) 人権の擁護又は平和の推進を図る事業 

(11) 国際協力を行う事業 

 

 

(12) 男女共同参画社会の形成の促進を図る事業 

(13) 子どもの健全育成を図る事業 

(14) 情報化社会の発展を図る事業 

(15) 科学技術の振興を図る事業 

(16) 経済活動の活性化を図る事業 

(17) 職業能力の開発又は雇用機会の拡充の支援

を行う事業 

(18) 消費者の保護を図る事業 

(19) 市民活動団体の運営又は活動に関する連

絡、助言又は援助を行う事業 

(20) その他地域社会の課題の解決を図る

ために実施する事業  

 事業の名称  譲渡会：保護犬を知ろう!幸せ家族探し会 

 事業の概要 別添事業計画書のとおり 

 実施予定期間   令和５年 ４月 １日から 令和６年 ３月３１日まで 

 事業経費の配分及 

 び経費の使用方法 
別添収支予算書のとおり 

 

備考 １ 「事業の区分」欄には、第５条各号に掲げる事業のうち該当するものを記入してください。 

   ２ この企画書には、次の書類を添付してください。 

(1) 定款又は規約、会則その他これらに準ずるもの 

(2) 構成員の名簿 

(3) その他市長が必要と認める書類 
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第２号様式（第７条関係） 

 

市民活動団体概要書 

名称 湘南 1 Leben 

連絡先  

設立年月日     ２０１９年 ３月 １日 

構成員数 

  ２６人（うち役員  ３人） 

市内在住（在勤及び在学を含む。）者   １５人 

 

その他                 １１人 

情報の公開の方法 
☑ ホームページへの掲載 

☑ その他の方法（Twitter、Instagram、Facebook） 

設立の経緯 

代表は、自身が購入した犬の障害をきっかけに生体販売、愛玩動物の取り扱い

に疑問を抱き、他動物愛護団体を設立し、共同運営を開始した。その後2019年

には当団体を設立し、自宅で殺処分寸前の犬の保護・受け入れを始めた。保護

犬の活動を通して地元茅ヶ崎の皆さんへの動物の命に関する啓蒙活動、犬の

幸せを願う里親探し活動を行うための地域貢献を開始した。 

活動の目的 

保護犬の保護 

里親探し（譲渡会） 

保護施設の運営また動物愛護の為の啓もう活動 

主な活動内容 

・繁殖犬、多頭崩壊現場より保護した犬、飼い主が飼育困難になった犬などの

全国の殺処分対象となった犬の保護 

・保健所との連携による情報共有 

・保護犬猫譲渡会イベントの参加 

・保護犬譲渡会の開催 

年間決算額       3,870,714円 

補助金の状況 

団体名： 

補助金の交付を受けた年度： 

補助金の名称： 
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第３号様式（第７条関係） 

 

 

事 業 計 画 書 

実施する事業 

について 

譲渡会：当施設で保護している犬（約 25匹、年間 40匹）の一生の家

族を見つけるとともに犬の啓蒙活動を行う事業 

 啓蒙事業とはペット産業の現状等を来場者の皆様に知ってもらうこ

と、またそれによる二次被害の抑制を指しています。 

茅ケ崎の各場所で譲渡会・啓蒙活動を行います。譲渡会を行い、当団

体が保護している犬を実際に見ていただくことで、里親になりたい方

にとって不安感なく犬を家族に迎えて頂くことができます。 

また、当団体が保護している犬のいるその場所で啓蒙活動を行うこと

でより現実的かつ理解しやすい環境を作っています。 

（日程）各月第３又は第４日曜日＋3回（年間 9回） 

（場所）茅ケ崎ペットフォレスト・中央公園・湘南ドッグパーク 

ドッグウィル 

（対象）神奈川県近郊の方 

    保護犬について興味がある方 

（費用）しつけ教室講師代 各月２万円（年間 6回） 

 

【収支予算書の物品購入理由】 

・タープテント・テーブル 

今まで使用していたもの(各３つ)は知人や他の団体、サポートセンタ

ーから借りていたものであったため、当団体専用のタープテント・テ

ーブルを購入したいと考えています。それによって今後は当団体のみ

で譲渡会を運営し、継続的に安定して行うことができる運営体制を目

指します。 

 

・サークル 

ここ約半年、当団体で保護している犬のうち数匹が①跳躍力がある②

興奮しやすい③他の犬、人に反応してしまう等の特徴があります。そ

のため、より頑丈かつ高さがあるサークルを購入し、譲渡会及び譲渡

会に参加するすべての方々の安全性を高めます。 

 

・ハーネスとスリップリード 

老朽化による危険性を少しでも減らすために購入します。これらは普

段にも使っているものですが、今まで散歩中のみならず譲渡会中にも

切れてしまった経験があります。十分な資金がなかったことから破損

ぎりぎりまで使用してしまい、このような危険な状態を作ってしまい

ましたが、新しく 20個購入することで安全性に少しでも不安を感じる

ことがあれば新しいものと交換することで安全性を高めます。 

 

・収納ボックス 

今までは段ボールや形のバラバラな収納ボックスに入れていたため、

当団体のイベント車に入る物品(サークルやテント、啓蒙パネル等)に

制限がありましたが、収納ボックスを統一化することで譲渡会へ持参

する物品を増やし、イベントの充実を図ります。 

 

・アルミスタンド 

啓蒙活動・団体の名称を記載するための看板としてこれまでに加えて

使用します。 

 

・ラミネートフィルム 

啓蒙活動のポスター、譲渡会の注意点や守っていただきたいことなど

の書類を保護するために使用します。 
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・おやつ 

普段与えているおやつを、非日常である譲渡会でも変わらず与えるこ

とで、犬にとってストレスのない環境を作ります。 

また、他の犬・人への威嚇、興奮状態等が起こった時におやつを使う

ことでより迅速に犬を鎮めるために活用します。 

 

・印刷製本費 

今までパンフレットやチラシをモノクロで簡易的に印刷していました

が、カラーにすることでより皆様の目に留まるようにします。 

印刷したチラシ・パンフレットは下記事業の広報の欄に加えて、譲渡
会、イベント、里親希望の方にも配布します。 

 

・狂犬病ワクチン 

ワクチンを打つことで狂犬病にかかる犬、その犬に咬まれて亡くなる

方がいないよう、1 年に 1 回の接種することで予防します。国で義務

が定められているため接種しないと譲渡会に出すことができません。 

 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

予約者を優先にした入場制限を行い、混雑緩和と三密防止を図ります。 

予約者以外の方には整理券を配布し、状況を把握しながら犬の元へと

案内しています。 

スタッフ、来場者ともマスクの着用とアルコール手指消毒を呼びかけ

ます。 

事業の背景 

について 

日本ではまだまだ犬猫が殺処分をされています。 

令和2年度の全国の保護センターでの犬の引き取り数は27,635頭に及

び、うち殺処分数は 4,059頭、返還・譲渡数は 24,199頭となっていま

す。 

保護センターに入る犬は野犬だけではありません。引き取り数が 2 万

頭以上にもなる理由として、ペットとして飼われていたにも関わらず、

飼い主の無責任な事情（高齢、病気、アレルギー、想像と違っていた）

などの理由で保護センターに持ち込まれ、殺処分の対象となってしま

う事例も多くあります。 

このような無責任な飼い主が増える理由として、ペットショップで

はだれでも気軽に犬を購入できる状況があることが挙げられます。簡

単に購入できる一方で簡単に手放す人も増え、その人々のせいで不幸

な犬が増え続けているのです。 

そこで当団体では殺処分の期限のついた犬たちを保護し、里親につ

なげるため、保護した犬を心身ともにケアをし、家庭犬になれるよう

に訓練をします。その後、譲渡会によって当会の犬を直接見ていただ

き、新しい飼い主になる方々を探しています。 

また、先ほど記述したような無責任な飼い主が減るように啓蒙活動

を行っています。令和2年度の引き取り数は27,635頭でありましたが、

17年前の平成 16年度の引き取り数は 181,167頭と令和 2年度の 6倍

以上にも及んでいました。この数値が減ったのは避妊・去勢手術を受

けさせる、安易に犬を飼わないなどの啓蒙活動の賜物であるといえま

す。そのため当会では譲渡会と同時に啓蒙活動を実施し、引き取り数・

殺処分数の更なる減少を目指しています。 

事業を行う場所の背景として、茅ケ崎（湘南地区）では、ペット王

国といわれるほど犬を飼う人が多いということが挙げられます。ペッ

トを飼う人、又は飼おうと考える人が多い茅ケ崎（湘南地区）の人々

にこのような現状があると知ってもらうこと、そして伝え続けること

には大きな意義があります。 

譲渡会に来ていただく方は「保護犬」という言葉のみ知っている方

も多く、「繫殖犬」「ペットショップの現実」、「ペット産業の現状」、「他

頭飼育崩壊」などについてまで知る人は多くありません。そのため、

あらゆる方面から「犬」について知っていただく場にして頂きたいと

考えています。 
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事業の目的や効果 

について 

・譲渡会によって保護している犬を直接見ていただき、家族を見つけ

ることができます。 

・啓蒙活動によって命の尊さや動物を飼うことの難しさ、ペット産業

の現状を知ってもらうことで安易に犬を迎える人や無責任な飼い主を

減らし、増やさないようにすることができます。 

・犬を家族に迎え入れることで家族が一丸となり会話の増加やコミュ

ニケーションの向上が図ることができます。 

 

事業の広報 

について 

（使用予定の媒体にチェック） 
☑チラシ・ポスター      ☑パンフレットなどの刊行物 
☑ホームページ ☑Facebook ☑Twitter ☑その他のＳＮＳ（Instagram ） 
□市の広報紙    ☑市の広報掲示板        □口頭にて伝達 
☑その他（  地方紙 (T-style) での掲載、里親募集サイト（ぺっとのおうち、
OMUSUBI）） 

 

・現在は主に SNS にてイベントの告知を行っています。譲渡会に参加す

る犬は都度 SNSに告知しています。 

 

・今後はより多くの方への情報提供ができるチラシやポスターによる広報

を考えています。配架を考えているのは、募金箱設置協力店（20 店舗×

30 枚）や神奈川県内協力動物病院（30 店舗×30 枚）、コミュニティーセ

ンター（11館×20部）、茅ケ崎市民活動サポートセンター（50部）です。 

・チラシは市の広報掲示板にも掲載を依頼します。（146箇所） 

・ビラ配りを行います。 

今後の展望 

について 

【当団体の展望】 

・今後も保護している犬 1匹 1匹にとっての最適な家族を探し、犬も

飼い主も幸せになるお手伝いをします。 

・2022 年 11 月末では約 180 頭の犬を里親につなげましたが、令和 5

年度では 40頭を目指します。 

・スタッフ増やすことで当団体及び事業の安定を図ります。 

・法人化にすることによって寄付金や支援金を増やし、継続的な事業

にさせていきます。 

・団体の名前及び活動内容を周知させることによって保護犬を迎え入

れる選択をする家族を増やします。 

【事業の展望】 

・パンフレットやチラシによって譲渡会に興味を持ってくれる方、そ

して来場していただく方を増やし、その方々に啓蒙活動をすることに

よってペット産業の現状などを知る方を増やします。 

・譲渡会の安全性を高め、スタッフ・来場者共に心地よく譲渡会に参

加できる環境をつくります。 

事業の実施体制 

について 

【団体の運営体制】 

・総括 代表者１名      ・役員 2 名 

・会計 １名         ・広報 ４名 

【協力者】        

・トレーナー ２名      ・トリマー 1 名 

・獣医師 ２名 

【事業の運営体制】  約 2１名（変動有） 

・会場の設営・撤収 1 名   ・受付       2 名 

・物販販売     2 名   ・講師補助     1 名 

・犬の説明     3 名   ・啓蒙活動     2 名 

・警備・誘導    2 名   ・ケージ内要員   ５名（各ゲージ 1 人） 

・ゲージ内交代要員 3 名           

備考 「事業の実施体制について」欄は、市民活動ステップアップ支援補助金の交付を受けようとす

る団体は必ず記入してください。市民活動スタート支援補助金の交付を受けようとする団体は

任意で記入してください。 
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第４号様式（第７条関係） 

 

収支予算書 

 

収入 

科     目 金     額 内      訳 

1.団体収入 

 

 

2,事業収入 

 

 

3.補助金収入 

    \64,936 

 

 

\70,000 

 

 

\500,000 

団体資金からの充当 

 

 

募金 

 

 

 

げんき基金より 

合計 
￥634,936  

 

 

支出 

科     目 金     額 内      訳 

賃金（会員外） 

 

 

謝金 

 

 

 

 

 

旅費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物品費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

￥40,500 

 

 

￥120,000 

 

 

 

 

￥43,308 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

￥287,908 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

1500円×3人×9回 

          ＝40,500円 

 

しつけ教室の講師への謝礼 

20,000円×1人×6回 

         ＝120,000円 

 

 

往復電車代(茅ヶ崎駅-戸塚駅) 

330円(片道)×2×3人×9日 

＝17,820円 

往復電車代(茅ヶ崎駅-平塚駅) 

189円(片道)×2×4人×9日 

＝13,608円 

往復電車代(茅ヶ崎駅-鎌倉駅) 

330円(片道)×2×2人×9日 

＝11,880円 

 

タープテント 14800円×3個 

＝44,400円 

テーブル3個セット 27,200円 

サークル 14890円×4個 

        ＝59,560円 

ハーネス 2599円×20個 

        ＝51,980円 

スリップリード 1699円×20個 

        ＝33,980円 

 

収納ボックス 1,176円×10個 

        ＝11,760円 

アルミスタンド 8,580×3個 

        ＝25,740円 
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印刷製本費 

 

 

 

 

 

狂犬病 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

￥36,970 

 

 

￥15,000 

 

 

￥91.250 

ラミネートフィルム  1973円 

おやつ 1597円×9個 

           ＝14,373円 

    1228円×9個 

           ＝11,052円 

 

手指消毒用アルコール（400ml×4

本）         2,144円  

不織布マスク（126枚×2個） 

3,746円  

 

 

 

プリントパック 

★パンフレット1万部 

 

デザイン料 

 

 

狂犬病接種ワクチン 

3650円×25頭＝91,250円 

合計 
 

￥634,936 

 

＊物品購入に際し、品質形状が変わることなく、比較的長期間（概ね１年以上）使用、保全でき
るものの内、1 万円以上のものを購入する場合は、見積書に相当する資料と、購入する物品の使
用目的や必要性等を記載した書類を提出してください。 
 
備考１ 示された支出科目は、必要に応じて削除もしくは名称を修正することができます。 

また、示された支出科目以外に必要な科目があれば、追加することができます。 
 備考２ 内訳のうち、自団体のＰＲに係る経費については頭に★を付けてください。 
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物 品 購 入 理 由 書 
 

１ 

 

物 品 名 
 

見 積 金 額 
 

使 用 頻 度 

タープテント ￥14.800 譲渡会の度に使用（年6回） 

 

使 用 目 的 及 び 事 業 に お け る 必 要 性 
 

事 業 終 了 後 の 取 扱 い 

雨や風、日を避けるために必要であり、季節や天候

に関わらず譲渡会を実施することができる。以前ま

で知人や他団体から借りていたが、団体専用のもの

を購入し、自立した事業運営を図る。 

団体保有のイベント車にて保管し、今

後の譲渡会等イベントにも使用。 

２ 

 

物 品 名 
 

見 積 金 額 
 

使 用 頻 度 

サークル ¥14,890 譲渡会の度に使用（年6回） 

 

使 用 目 的 及 び 事 業 に お け る 必 要 性 
 

事 業 終 了 後 の 取 扱 い 

譲渡会の際、保護している犬を一時的に入れておく

ために使用する。当団体が保持していたものよりも

高さがあり、頑丈なものを購入することでより安全

性を高める。 

団体保有のイベント車にて保管し、今

後の譲渡会等イベントにも使用。 

３ 

 

物 品 名 
 

見 積 金 額 
 

使 用 頻 度 

   

 

使 用 目 的 及 び 事 業 に お け る 必 要 性 
 

事 業 終 了 後 の 取 扱 い 

  

４ 

 

物 品 名 
 

見 積 金 額 
 

使 用 頻 度 

   

 

使 用 目 的 及 び 事 業 に お け る 必 要 性 
 

事 業 終 了 後 の 取 扱 い 
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第１号様式（第７条関係） 

 市民活動推進補助事業企画書 

令和5年1月8日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

所在地 

提出者 名称  ガーゼ帽子を縫う会 

代表者氏名 吉田久美 

次のとおり事業を企画したので、関係書類を添えて提出します。

 団体の概要  別添市民活動団体概要書のとおり 

 事業の区分 （1） 保健・医療 又は福祉の増進を図る事業

 事業の名称 ① がんサバイバーのためのワークショップとコミュニティ作り

 事業の概要 別添事業計画書のとおり 

 実施予定期間 令和 5年 4月 1日から 令和 6年 3月 31日まで 

 事業経費の配分及 

 び経費の使用方法 
別添収支予算書のとおり 

備考 １ 「事業の区分」欄には、第５条各号に掲げる事業のうち該当するものを記入してください。 

２ この企画書には、次の書類を添付してください。 

(1) 定款又は規約、会則その他これらに準ずるもの

(2) 構成員の名簿

(3) その他市長が必要と認める書類
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第２号様式（第７条関係） 

市民活動団体概要書 

名称 ガーゼ帽子を縫う会 

連絡先 

設立年月日 2010年5月9日 

構成員数 

5 人（うち役員  4 人） 

市内在住（在勤及び在学を含む。）者 4  人 

その他    1 人 

情報の公開の方法 
✓ ホームページへの掲載     https://www.gaze-boushi.com 

✓ その他の方法（facebook等・SNS茅ヶ崎サポートセンターの団体登録 ）

設立の経緯 

自身の乳がん体験で漠然とした不安を抱えながら治療をした経緯から、思い

の吐露をできる場所コミュティの必要性や検診の大切さを感じた。 

今後湘南地域（藤沢・茅ヶ崎・平塚）にがんサバイバーがいつでも訪れ、 

心の荷物を下ろせる環境を作りたい。 

活動の目的 

 がんサバイバーのコミュニティ作り

（罹患後の孤独感をなくす・役割や生きがいを見出すきっかけづくり・治療生

活に役立つ正しい情報交換） 

 乳がんの検診率向上

主な活動内容 

 抗がん剤治療の副作用時にかぶるガーゼ帽子作りとコミュニティ作り

（対象者：がんサバイバー） 

 小児がんの子供たちへのガーゼ帽子寄付

 乳がん触診モデルを用いた「しこり」体験とブレストアウェアネスの大切

さを伝える。

年間決算額 300000  円 

補助金の状況 

団体名：ガーゼ帽子を縫う会 

補助金の交付を受けた年度：2019年度  2022年度 

補助金の名称：茅ヶ崎市市民活動推進補助金  公益財団法人正力厚生会 

がん患者団体助成 

備 考 １ 「 情 報 の 公 開 の 方 法 」 欄 は 、 該 当 す る □ に レ 印 を 記 入 し て く だ さ い 。 

２  「 補 助 金 の 状 況 」 欄 は 、 過 去 ５ 年 以 内 に 茅 ヶ 崎 市 そ の 他 の 団 体 か ら 補 助 金 を 受 け て い 

る 場 合 に 、 団 体 名 、 補 助 金 の 交 付 を 受 け た 年 度 及 び 補 助 金 の 名 称 を 記 入 し て く だ さ い 。 
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第３号様式（第７条関係） 

事 業 計 画 書 

実施する事業 

について 

1. 午前の部：レンタルスペースを利用して治療中の生活に必要なガ

ーゼ帽子作りをしながらがんサバイバー同志のコミュニティ作り

や正しい情報の提供をし、がんになっても「ひとりじゃない」こ

とに気付くきっかけ作りをします。

またがんという共通体験をもつ仲間と出会うことで思いの吐露が出来

たり、ガーゼ帽子作りに集中することで病気を忘れるひと時をもち、

孤独になりがちながん治療とうまく向き合うきっかけ作りをします。 

2. 午後の部：パステルアートでは、パステルの優しい色に癒されな

がら、日頃頑張っているご自身を認め、優しい時間の流れる中で

コミュニティ作りをします。

3. 午前～午後を通して医療者ではないピアサポーターが、がんにま

つわる不安な気持ちや悩みを予約制で個別にお伺いします。（医

療的な相談ではありません）午前 2名・午後 2名 各 1時間程度

ご本人だけではなく、ご家族・ご友人もご一緒に対応することも

可能です。

新型コロナ感染対策として事前予約制とし、定期的な換気をします。 

参加者は入り口や適宜手指消毒をしていただき、参加中はマスク着用

をお願いします。また、2 週間前からの体調・体温チェックをしてい

ただき、当日はお名前、連絡先の記載と共に提出をしていただきます。 

また、ご自身で移動が困難な方への車椅子送迎も可能にします。 

場所：コミュニティカフェ にじカフェ 

日程：年 2回程度 1，2共に各 5名 

対象：女性のがんサバイバー 

事業の背景 

について 

ある日突然がんになり、今後の生活のイメージがつかめず、漠然とし

た不安の中、孤独を感じる人が少なくないと感じています。治療以外

のことで情報収集の必要性を感じても、ネット活用できる人はオンラ

イン患者会などへ参加もできますがそうでない人にとってはどう情報

収集したらいいのか、どうやって同じような体験をした人に出会える

のか分からず家に閉じこもりがちになっています。そのようなサバイ

バーがワークショップに参加することでがん体験者同士のコミュニテ

ィ作りと生活の工夫や「ひとりじゃない」ことを感じることができる

ための事業を企画しました。

事業の目的や効果 

について 

２人に１人ががんになる時代にがんなっても孤独にならず、不安な気

持ちを吐露できる場所ができ、そして必要な正しい情報を入手できる

ことができたら、がん難民にならず不安を軽減することができます。

そして自分らしく過ごせる時間を通し、がんと共存しながら生きてい

かれるような環境作りができます。また、同じような体験をした仲間

と出会うことで「ひとりじゃない」と感じることで心強く感じ、その

人らしい生き方が出来るきっかけ作りができます。 

がんサバイバーが前を向く事で、がんサバイバーだけでなくサバイバ

ーを支える家族や友人も安心することができます。 

ワークショップに参加をすることで、自分の居場所を見つけ、毎月開

催しているオンラインやリアルに開催している子ども用ガーゼ帽子作
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りに参加するきっかけ作りができます。 

事業の広報 

について 

（使用予定の媒体にチェック） 
チラシ・ポスター パンフレットなどの刊行物
ホームページ Facebook
市の広報紙 市の広報掲示板 口頭にて伝達
その他（ 病院や患者会など 20カ所程度にレターパック等でチラシを送付 ） 

市の広報への依頼をします。チラシは医療機関の設置を依頼します。 

今後の展望 

について 

この事業を通して、がんになっても孤独にならず、安心して暮らすこ

とができる環境作りや気持ちを吐露する場所があることで、自身の人

生を自分らしく生きる気持ちになり、サバイバー同志が地域で支え合

える環境作りに寄与する活動にしたいです。 

定期的に費用負担の少ない施設を利用することも検討します。 

また、希望者には子ども用ガーゼ帽子の寄付事業への参加をご案内し、

社会貢献できる喜びや生きがいへと繋げたいです。 

団体としては今後は会員を募り、会費制にして付加価値をつけること

で団体のファンを増やすことを検討していきたいです。 

事業の実施体制 

について 

総括  代表者 1名 

受付・会計     1名 

広報（チラシ・パンフレット・はがき作成、配架・発送） 2名 

車椅子送迎 1名 

【協力者】 

ピアサポーター1名 

補助スタッフ  1名 

備考 「事業の実施体制について」欄は、市民活動ステップアップ支援補助金の交付を受けようとす

る団体は必ず記入してください。市民活動スタート支援補助金の交付を受けようとする団体は

任意で記入してください。 
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第４号様式（第７条関係）

収入

科　　　目 金　　　額 内　　　訳

団体収入 30900 ガーゼ帽子を縫う会団体資金から充当

事業収入 10000 参加費@500×10名×2日間

補助金収入 160000 市民活動推進補助制度

合　　　計 ¥200,900

支出

科　　　目 金　　　額 内　　　訳

賃金（会員外） ¥60,000

介護者送迎＠10000×1名×2日
ワークショップ補助スタッフ＠10000×1名×2日
ピアサポーター＠10000×2日間

物品費 73500

ガーゼ生地・縫い糸＠2000×5名×2日分
アンケート用紙（コピー用紙）500円
プリント用インク1セット5000円
アルコール消毒類@1500×4カ所　6000円
不織布マスク2000円 　　パ
ステル＠5000×5名分 　　　（ぼ
かし網・画用紙・練りけしゴムマスキングテープ・セロハンテー
プ・鉛筆・下敷き・クリアファイル・カッター・ものさし・コットン・
ティッシュ等）1名分＠3000×5名分

印刷製本費 20000
★団体PR三つ折りフライヤー・チラシ1000部10000円
フライヤー。チラシデザイン料10000円

通信運搬費 7400
レターパック＠370×20部

使用料・賃借料 40000 にじカフェレンタルスペース使用料＠20000×2日間

合　　　計 ¥200,900

収支予算書

＊物品購入に際し、品質形状が変わることなく、比較的長期間（概ね１年以上）使用、保全できるも
のの内、1万円以上のものを購入する場合は、見積書に相当する資料と、購入する物品の使用目的や
必要性等を記載した書類を提出してください。

備考１　示された支出科目は、必要に応じて削除もしくは名称を修正することができます。
　また、示された支出科目以外に必要な科目があれば、追加することができます。

備考２　内訳のうち、自団体のＰＲに係る経費については頭に★を付けてください。
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